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権左（ポモルツェフ）
ア・ボグダーノフ

共著

簡略文法について

村山 七郎

内外の学界を通じてここにはじめて発表される「簡略文法」は KpaTKa只

fpaMMaT皿 Ka と言い， ソ連科学アカデミーのアジア諸民族研究所（旧

東洋学研究所）レニングラード支部の古文書部（アルヒーフ）に保管され

ている (ApXHBBOCTOKOBe八oB, pasp肛 1, OIIHCh 4). 

筆者はソ連科学アカデミーの好意によつて1965年 6-7月学術調査のた

め訪ソしたさいレニングラードにおいて 3週間をすこ‘‘すあいだ， これを手

でうつした．日本から漂流したゴンザと科学アカデミー司書補アンドレイ

・ボグダーノフの共著になる露日語彙集 (1736年）， 日本語会話入門（これ

はチェコの教育学者コメニウスの著わしたラテン語入門のロシア語訳， 日

本語訳であることが筆者によつて明らかにされた） (1736年），新スラヴ・

日本語辞典 (1738年），友好会話手本集 (1739年）のマイクロフィルムは

ソ連科学アカデミーの好意で入手したが，「簡略文法」とコメニウス原著

Orbis pictusのロシア語・日本語訳 (1739年． コメニウスの著作がロシア

語からの重訳であるとはいえ， 1738年に薩摩青年の手でサンクト・ペテル

ブルグー今のレニングラードーで日本語に訳されたことは， 日本の教育学

界においてはほとんど知られていないようである）とはマイクロフィルム

を入手で恙なかつた． レニングラード在住の， ソ連の最もすぐれた日本語

学者のひとり，オ・ペトロワ女史は筆者のために科学アカデミーに依頼し

てオルビス・ヒ゜クトゥスのマイクロフィルムを作製されようとしたが成功

しなかった．ペトロワ女史はこの文献の，筆者との共同研究をつよく希望

しておられる． さて，「簡略文法」について言えば，上記のように筆者は
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手で写した*. 21丁より成る．第 1丁表にはアンドレイ・ボグダーノフの

自筆で次のように書かれている．

I111caHa皿 OH且OMITO八 Ha,n;3ttpeHHeMH yqeHHeM pyccKaro只3bIKa

qepe3 AH八peREor邸 HOBa. 1738, 「アンドレイ・ボグダーノフによつて

監督されロシア語を教えられながら日本人が書いた. 1738, 」

これによつて，「簡略文法」の成立は明らかとなる． ここにいう日本人

とは1728年薩摩を出帆して大阪に向つたワカシワ丸で翌1729年初夏カムチ

ャツカ東岸南部（ロパトカ岬とアワチャ薦との間の地点）に漂着した一人

である．そのときロシア人に助けられた少年ゴンザと年長のソーザとは後

にペテルブルグに送られ，科学アカデミー司書補ボグダーノフの許にあず

けられ， アカデミー内でロシア人子弟に日本語を教えた． ゴンザはデミア

ン・ポモルツェフというロシア名を与えられた． ソーザは1736年 9月18日

に43歳で没しているから，「簡略文法」 (1738年）第 1丁に出ている日本人

はゴンザであるに相違ない． ゴンザについては拙著「漂流民の言語」， 吉

川弘文館， 1965年， 22ページ以下を参照されたい．

ゴンザは1739年21歳でペテルブルグで没した（実際はこれより年上であ

ったと想像される）．

ゴンザにロシア語を教えたのは上記のア・ボグダーノフである． この人

物についてはイ・エヌ・コブレンツの「アンドレイ・ボグダーノフ (1692

,.......,1766年）」（モスクワ， 1958年） (1)にくわしいが， ロシアの文献学上ぎ

わめて重要なこの人物が何処で，何年に生れたかは謎であるとされてい

る．（コブレンツは1692....,,__,1766となすが私は1696....,,__,1766と推定する）． この

問題においてロシア，ソ連の学者は重要な事実を見おとしていたのであっ

た．それは，ボグダーノフ・ゴンザの共著になる「新スラヴ・日本語辞典」

（稿本， 1738年）の最初のページにおいて， ロシア語 OXclIIKa(ひとかか

＊写したノートの最後に「1965年6月26日P.M.1時17分写了.Berthels氏 C古文書

部長〕が近くでタイプをうっている．ネワ川の向うに，要塞の塔の黄金のかざりが

輝いている．ゴンザを想う，秀世を想う」と書いてある．
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簡略文法について（村山）

え）， 0屯ir(炉）を axanKa,atiarと誤記していることである．正書法か

らのこのズレは， このロシア語を書いたロシア人（つまり，ボグダーノ

フ）が，アクセントをになう音節に先行する音節の 0をaと発音していた

こと，つまり彼の方言が「アーカニエ」の方言であつたことを明示するも

のである．ソ連では， ボグダーノフをノヴゴロド生れと見なす学説が有力

のようであるが，同地はアーカニエ方言の行われる地域ではないので， こ

の説は否定されねばならない． ボグダーノフがアーカニエ方言を話してい

たことは「簡略文法」のロシア語でも，八OCTOHT(…するのがふさわしい）

を邸CTOHTと書いている点，また npocT6札ttte (より簡単な）を npac-

TOIIHBeと書いている点にもあらわれている．科学アカデミーの記録に出

てくるモスクワ生れの，ペテルブルグの科学アカデミー・ギムナジウの生

徒ア・ボグダーノフ (2) こそ， ここに問題とするアンドレイ・ボグダーノ

フであると見て誤りあるまい． この生徒はラテン語を学んでいたが，われ

われのボグダーノフも，従来の研究者の意見とは反対に，ラテン語を知つ

ていたのである (3) • 

筆者はボグダーノフの伝記の著者コブレンツがここに指摘した事実に目

を向けて， 自説を改める日の到来することを確信している．

ボグダーノフはコメニウスの著作を，筆者の知るかぎり，少なくとも 2

つロシア語にうつしている． ひとつは Orbispictusであり，これはソ連の

日本学者オ・ペトロワによつて指摘された (4)• もうひとつはボグダーノ

フ・ゴンザの共著「日本語会話入門」 (5) であり，これがコメニウスのラテ

ン入門であることは筆者が1966年，西ドイツのボーフム市のルール大学に

おいて発見したところである (6)• 

そこで． この「簡略文法」のロシア語の部分は同じくコメニウスの著作

を土台とするのではなかろうか， という疑問が生ずるのである．

ところで， ロシア語の文法の歴史について，ヴェ・ヴェ・シチェウリン

とヴェ・イ・メドヴェディエワの共書「ロシアにおける文法学説の歴史の選

文読本」（モスクワ， 1965年） (7)には最初につぎのように書かれている．
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「ロシア語の文法構造の諸問題を真に科学的にとりあつかつた発端は公平

にみて， ミハイル・ワシリエウィチ・ロモノーソフ (1711-1765)の名と

結びついている．

ふつう，最初のロシア語文法はルードルフの「ロシア語文法」 (1696年）

と見られている． しかし）レードルフの著作はロシア語研究史にとつて価値

があるだけである．）レードルフはまつたく実用的な目的を追求したのであ

る．つまり，その著述を外人用の手引書にしようとしたのだ．エス・ペ・

オブノルスキーの書いたところによると， 『ルードルフの著述の実用的な

性格はもちろん文法の内容自体にも反映せざるをえなかつた． このような

ものだつたので， この文法はその構成において独創的ではなかつた．それ

は，先行の「スラヴ」諸文法， とくにスモトリツキーの文法を土台とする

ものであった．』（エス・オブノルスキー，｝レードルフの1696年のロシア語

文法．論文集「ソヴィエト言語学」第3巻， レニングラード， 1937年， 43

ページ）．

1731年に（ワイスマンのドイツ・ラテン・ロシア語辞典の付録として）

出版されたアダドゥロフの文法要綱も問題提起が広いとか，問題解決が深

いとかいうものでない．その鋏陥と不完全さはすでにロモノーソフが指摘

した．

18世紀の半ばころ教育啓蒙の必要をみたしうる文法関係著述が無いこと

が痛感されはじめた．古代スラヴ語〔教会スラヴ語…引用者〕の諸入門書

はそのころ，あまりにも局限された意義を持つていた．そこでその方向，

課題，目的がこれと異つた著作が必要であつた. 1757年 1月に出版された

ロモノーソフの『ロシア語文法』はまさにそのような著作であった」 (5

-6ページ）． ロモノーソフの「ロシア語文法」 (1757年 1月） (8) 以前の

ロシア語文法としては，ここには，｝レードルフの「ロシア語文法」(Jly八OJI巾

PyccKaJI fpaMMaTHKa, 1696) とアダドゥロフ (A八 訊ypoB) の文法要

綱 (1731年）が挙げられているだけである．
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簡略文法について（村山）

筆者はルードルフとアダドゥロフのロシア語文法を見ていないが，ボグ

ダーノフの手になる「簡略文法」 (1738年）のロシア語文法はそれらより

優れていることが想像される． ロモノーソフの「ロシア語文法」より前に

ボグダーノフの手によつて文法が書かれたことを，ソ連のロシア語学者は

ほとんど知らない． なぜなら，「簡略文法」はアジア諸民族研究所のアル

ヒーフにおいて保管され， これまで公表されなかつたからである．

筆者自身は現在，これを一方ではルードルフとアダドゥロフの文法書と，

他方ではロモノーソフの文法書と比較してボグダーノフ文法の特徴を明ら

かにする意図をもたないが， これはひとつの重要な仕事であるとおもう．

ロモノーソフの文法より約20年以前にロシア語文法が書かれ， しかも日

本語との対比の形をとつているのは興味がある． しかもこの日本語は1728

年ころの薩摩の方言であるから，いつそう興味がある．

次に「簡略文法」の構成についてのべておく．

各ページが 2段から成り，左半に薩摩方言形が，右半にロシア語形が示

される．

最初に名詞の変化が取りあげられる．日本語名詞の単数形，複数形がロ

シア語の格（主格，生格，与格，対格，造格，話し格）によつて変化させ

られる．第 1変化と第2変化に分けられる．

代名詞においては人称，疑問，指示，所有代名詞の変化が示される．

動詞では，先ず日本語（薩摩方言）動詞終止形の語末音をアルファベッ

ト式に排列して分類が行なわれる．次いで能動形の直接法（各人称の現

在，過去，未来），命令法（現在，未来），仮定法（各人称，現在，過去，

未来），不定法，形動詞（現在，過去，未来），被働形動詞（と言つても，

ロシア語動詞幹に再帰代名詞の省略形 c月の接尾した形で，対応の日本語

自体には被働の意味はない）直接法（各人称の現在，過去，未来），命令

法，仮定法（各人称の現在，過去，未来），不定法，形動詞，人称動詞（例

は存在動詞）の直接法，命令法，仮定法，不定法，形動詞，非人称動詞の

能動形の直接法，仮定法，不定法が取扱われ，最後に28に分類された副詞
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が示され，それで「簡略文法」は終つている．

本書の中のロシア語は非常に古風であり，現代ロシア語の規範的知識を

もつてすれば誤りと見られるところが少なくない． しかし，古いテクスト

を研究するさいに最も警戒さるべきことは，現代語の規範から出発して，

テクスト自体を改めてしまうことである．筆者は出来るかぎり原テクスト

を忠実に再現しようとつとめた．教会スラヴ語系の単語，語形， また方言

的な語形も少なくない．本原稿が書かれたころはペートル大帝の文字改革

がすでに行われた後であるが，一挙にそれが徹底しなかつたことが本書か

らわかる．本書は18世紀前半のロシア語の研究資料としても大きな価値を

もつと思われる．

原文はボグダーノフの指導なしにはとうてい成立しなかつたであろう．

それにしても薩摩の一青年が 230年前にこれほど立派な著作をものにし得

たことに驚嘆せざるをえない．

本書の日本語の部分は専ら権左（ポモルツェフ）の手に成り， 18世紀前

半の薩摩方言を活写しており，九州方言の研究に情熱をいだいておられる

福田良輔教授の退官を記念した「文学研究」に「簡略文法」の全文を世界

ではじめて発表する機会を与えられたのは筆者の大きな喜びである．

註

(1) 11. H. Ko6JieHu;. AH八pefi:l1BaHOBHq Eor,lJ.aHOB 1692"'1766. MocKBa, 1958. 

(2) Op. cit. , p. 39, p. 43. 

(3) Op. cit. , p. 100には， ボグダーノフは外国語（複数）ができなかったとあ

る。実際にはラテン語，日本語ができた。おそらくドイツ語も出来たであろう。

(4) O. IT. fleTpoBa. 珈 OHCK雌月3hIKB PoccHH B nepBofI noJIOBHHe XVIII 

BeKa. Hapo,lI.hI A3HH 11 A釘pHKH. 1965, No. 1. 

(5)村山七郎，漂流民の言語， 81-128ページ．

(6)村山七郎，日露接触初期の文献学的研究の序説（下）．共産圏問題，第 12巻第

6号 (1968年 6月）．

(7) . B. B. IUeyJIHH, B.11. Me,lJ.Be,lJ.eBa. XpecTOMaTH5I no HCTOPHH rpaMMa-
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簡略文法について（村山）

権左の蝋製の像

1965年 6月26日筆者がレニングクードのクンストカーメラで発見したもの．

（亀井高孝，村山七郎「日本漂流民とクンストカーメラ」，日本歴史210号参照）
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ソーザの蠍製の像

（レニングラード，クンストカーメラ）
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簡略文法について（村山）

凡 例

1. 以下のページの左方に原文をかかげる．

2. 右方にはキリル字（ロシア字）で書いた日本語（薩摩方言）を仮名で近似的に

示し，その右にロシア語の日本語訳を示した。

3. 不明瞭な書き方のところは('?)を入れた。

4. ぬけていると思われる部分は C 〕で示した。

5. 理解のため必要と思われた書き入れも C 〕の中に示した。明らかに誤りと

思われるものは sic!(ママ）と書いておいた。

6. ローマ字転写は行なわなかった。

7. 仮名書きで不十分と思われるところは，キリル字で書いた形を参照すればよい。

8. 日本語を表わすために用いられているロシア字は次のようにローマ字（及び音

声記号）にうつされる。

ロシア字

a 

6 

ローマ字

a 

b 

B

r

A

e

氷

3

H

o

H

i

k

J

I

M

H

o

n

w 

g 

d 

子音の後では e, その他は je

0 

z
.
1
.
1
(
i
k
 

（半母音的イ）

P

C

T

 

y
 

m

n

o

p

r

s

t

u

 

，
 



ヽ
ー
‘
ー

符

符

音

音

硬

軟

（

（

 

巾

x
a
J
u
q
l
l
I
t
h
i
b
t
I
O

拉

g
(
1
0

f
 X 

の(o)

C (ツァの子音）

c 
s 

この文字の前の子音が口蓋化していないことを示す．

子音の口蓋化を示す．

e 
ju 

ja 

ja 

jo 
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簡略文法について（村山）

簡略文法目次

（村山作製．番号は便宜上村山の付したもの）

1.0 名詞 2.11ワガモン 自分の

1.1 第 1変化 2.12 ドイ いずれ

1.1.1 アに終る 2.13ダガト 誰の

1.1. 2 アヤに終る 2.14アノフトント 彼の

1.1. 3 工に終る 2.15 ドノト…いずれの

1.1. 4 イェヤに終る 3.0 動詞

1.1. 5 オに終る 3.1 日本語動詞の語尾

1.1. 6 オヤに終る 3.1.1 アウ

1.1. 7 ウヤに終る 3.1. 2 アグ

1.1. 8 ェに終る 3.1. 3 アク

1.1.9 iに終る 3.1. 4 アム

1.1.10ウに終る 3.1. 5 アル

1.1.11ユに終る 3.1. 6 アス

1. 2 第2変化 3.1. 7 アッ

1. 2.1 アに終る 3.1. 8 ヲユ

1. 2. 2 イに終る 3.1. 9 イェグ（ヨグ）

1.2.3 オイに終る 3.1.10イェク

1. 2. 4 ウイに終る 3.1.11イェン

1. 2. 5 非口蓋化子音に終る 3.1.12イェル

1. 2. 6 口蓋化子音に終る 3.1.13イク

1. 2. 7 ヤに終る 3.1.14イル

2.0 代名詞 3.1.15ク

2.1 Cオイ 私〕 3.1.16オプ

2.2 コナタ お前 3.1.17オグ

2.3 アノフト 彼 3.1.18オク

2.4 ワガマエ 自分 3.1.19オム

2.5 ダイ 誰 3.1.20ォル

2.6 ナニ 何 3.1. 21オス

2.7 ソイ 其れ 3.1. 22 トユ

2.8 コイ 此れ 3.1. 23ウグ

2.9 オイガト 私の 3.1. 24ウク

2.10コナタント お前の 3.1. 25ウム
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3.1.26ョム

3.1. 27ウル

3.1. 28ウス

3.1. 29ュル

3.1. 30ャウ

3.1. 31ヤク

3.1.32ャル

3.1. 33ャス

3.2 注意

3.3 能動動詞

3. 3.1 直接法

3.3.2 命令法

3. 3. 3 仮定法

3.3.4 不定法

3.3.5 形動詞（分詞）

3.4 被働動詞

3.4.1 C直接法）

3.4.2 命令法

3.4.3 仮定法

3.4.4 不定法

3.4.5 形動詞（分詞）

3.5 人称動詞

3. s.1.1 C直接法）

3. s.1. 2 C直接法）

3.5.2 命令法

3.5.3 仮定法

3.5.4 不定法

3.5.5 形動詞（分詞）

3.6 非人称動詞

12 

3. 6.1 非人称動詞第 1活用

能動

3.6.1.1 C直接法）

3. 6.1. 2 仮定法

3. 6.1. 3 不定法

3.6.2 非人称動詞第 1活用

被働

3.6.2.1 C直接法〕

3.6.2.2 仮定法

3.6.2.3 不定法

3.6.3 非人称動詞第2活

用能動

3.6.3.1 C直接法〕

3.6.3.2 仮定法

3.6.3. 3 不定法

3.6.4 非人称動詞，被働

3.6.4.1 C直接法〕

3.6.4.2 仮定法

3.6.4.3 不定法

4.0 副詞

4.1 時の

4.1.1 現在の

4.1. 2 過去の

4.1. 3 将来の

4.2 場所の

4.2.1 「何処に」という閻い

に対して

4.2.2 場所から 何処からか

の問いに対して

4.2.3 場所へ何処へ，の問

いに対して

4.2.4 場所を通ってどこを通

って，の問いに対して

4.3 質の どのように，の問い

に対して

4.4 量の どれだけの，の問い

に対して

4.5 数の何回か，の問いに対

して

4.6 順序の

4.7 機会の

4.8 命令の

4.9 説得の



4.10否定の

4.11禁止の

4.12緊張の

4.13弱まりの

4.14判断の C比較の〕

4.15類似の

4.16相違の

4.17疑惑の

4.18質問の

4.19答えの

簡略文法について（村山）

4.20集合の

4.21分離の

4.22とり出しの又は訂正の

4.23促進の

4.24無限度の量の及び質の

4.25道具の

4.26言語の

4.27秘密の

4.28指示の

13 



KpaTKa只 fpaMMaTH暉 a

1.0 

CKJIOHeH政 HiITOHCKHXHMeH'h pa3HhIX OKQHqeHiH, KOTOphie CKJIO-

H只IOTC51rropoccmcKHM rr狐 e氷 aM'h.

TiepBoe CKJIOHeHie lIM'BeT'h OKQHqaHi只 Haa, a51, e, eH, o, 051, y只，

'B, hI, y, IO. 

BTopoe CKJIOHeHie HM'BeT'h OKQHqaHi只 HaaH, H, orr, yH,'h, h, 51. 

1.1 TiepBoe CKJIOHeHie 

1. 1.1 Ha a. 

E,nHHC: MHO氷 ec:

11. Ka/ Ba, pもKa 11. KaBa雌 H八o, p'BKH, 

P. Ka/ BaHT'h 砂KH, P. KaBa雌 H八OHT'h, ptKb, 

八． Ka/ Be 砂K'B, 几 KaBa雌 H邸， pもKaM'b

B. KaBa/ BO, 飩KY, B. KaBa雌 H八OBO, 砂KH,

T. KaBa/ To, 砂KOIO, T. KaBa雌 H八OTO, ptKaMH, 

C. KaBaHKOT'b Ct) 砂K'B, C. KaBa雌 H八OH(KO〕咋'(J) pもKaX'h

14 



簡略文法について（村山）

簡 略 文 法

〔1.0 名詞〕

いろいろの語尾の日本語名詞． ロシア語の諸格によつて変化させられる

第 1変化はア，アヤ，ェ，イェヤ，ォ，オヤ，ウヤ， e,1, ウ，ユで終る．

c右側はロシア語の日本訳〕

1.1 第 1変化

1. 1. 1 アに終る

単 数 複 数

主格 カワ 川は カワナンド 川川は

生格 カワント 川の カワナンドント II の

与格 カウェ 川に カワナンデ ” に
対格 カワヲ 川を カワナンドヲ ” を
造格 カワト 川によつて カワナンドト II によって

話し格＊ カワンコト 川について カワナンドンコト ” について

＊ロシア語原文の C.は何ということばの省略か，完全に明らかというわけでない

が， 1965年 7月11日， レニングラードの科学アカデミー病院に入院中のオ・ペトロ

ワ女史が CKa3HTeJihHbIH (話しの）の略であろうと述べたのが正しいとおもう．

「に就いて話す」という意味である．ロシア語文法では現在，前置格 (npe即 IO)KHbIH

na,Qe)K) と呼ばれている．

15 



1. 1. 2 Ha a凡

E八I1HC: MHO氷 ec:

11. caK紐， Ka6aKも I1. caKa.H雌 H八0 Ka6aKH 

P. caK紐 HTも， Ka6aKa, P. caKaRH紐八OHTも Ka6aKCJ)B'b 

八. CaKae, Ka6aKy 八.caKaH雌 H邸 Ka6aKaM'b 

B. caK紐 BO, KaoaKa B. caKa5I雌 H,lLOBO Ka6aKH 

T. caK紐 TO, Ka6aKOMb T. caKa.H雌 H八OTO Ka6aKaMH 

C. caK紘 HKOT'b, (J) Ka6aKt C. CaKaHH紐八OHKOT'h Q) Ka6aKaxも

TipoqeH 2Ke HMeHa Koe To氷八0 OKOHqeHJ.51 CKJIOH5IIOTC5I TIO CHM 

Ta6JIHI(aM'h TIO OKOHqaHteM'b TIO邸 2Kei'r.

1. 1. 3 Ha e. 

Ka2Ke, B切 p'b.

E八HHC: Mtto)Kec: 

11. Ka)K.e 11. Ka氷 eHaH八0

P. eHT'h P. OHTも

八． eHb 几． OHh, HaH八e,

B. eBO B. OBO, 

T. eTo T. OTO 

C. eHKOTも C. OHKOTも

16 



簡略文法について（村山）

1. 1. 2 アヤに終る

単 数 複 数

主格 サカヤ 居酒屋は サカヤナンド

生格 サカヤント ” の サカヤナンドント

与格 サカイェ ” に サカヤナンデ

対格 サカヤヲ ” を サカヤナンドヲ

造格 サカヤト II によつて サカヤナンドト

話し格サカヤンコト II について サカヤナンドンコト

同じ語尾のその他の名詞も本表の格語尾によつて変化する．

1. 1. 3 エに終る

カジェ 風

単 数 複 数

主格 カジェ カジェナンド

生格 ント オント

与格 エニ オニ，ナンデ

対格 工ヲ オヲ

造格 エト オト

話し格 エンコト オンコト

17 



1. 1. 4 Ha e兄

1IITatie.H IIIBaJIHH 

E八HHC: MHo氷 ec:

I1. IIITatJt弦 I1. IIITaqe只H紐,l(O

P. e’ 只HT'b, P. OHT'h 

八． 紐，紐Hh, 八． OHh, HaH八e,

B. e， 月BO, B. OBO, 

T. e’ 5ITO, T. OTO, 

C. e.HHKOTも C. OHKOTも，

1. 1. 5 Ha 0 

巾TO lJeJIOBもK'h.

E八HHC: Mtto氷 ec:

11. 巾TO 11. 巾TOHa罪

P. OHT'b P. qHQT'b 

江． OHh, 巾Te, 几． qli, 

B. OBO, B. l!BO, 

T. OTO, T. lJTO, 

C. OHKOT'h C. lJHOKOTも

1. 1. 6 Ha 051 

qeqeo只 OTe[('h 

E八HHC: MHO氷 ec:

11. qeqeo只 l1. qeqeo只Taqb

P. 只HTも P. l.lHOT'b 

八． 只Hb 6e, 八． l.JII, 

B. 只BO, B. l!BO, 

T. 5.ITO T. l!TO, 

C. 只HKOT'b C. qHQKOT'h 

18 



簡略文法について（村山）

1. 1. 4 イェヤに終る

単

主格 シタチェヤ

数

シタチェヤ 仕立屋

複

シタチェヤナンド

数

生格

与格

対格

造格

話し格

イェヤント

イェイェ，イェヤニ

イェヤヲ

イェヤト

イェヤンコト

オント

オニ，ナンデ

オヲ

才卜

ォンコト

1.1. 5 オに終る

フト 人

単 数 複 数

主格 フト フトナチ

生格 ント チノト

与格 オニ， フテ チ

対格 オヲ チヲ

造格 オト チト

話し格 オンコト チノコト

1.1. 6 オヤに終る

チェチェオヤ 父

単 数 複 数

主格 チェチェオヤ チェチェオヤタチ

生格 ヤント チノト

与格 ャニ，オイェ チ

対格 ヤヲ チヲ

造格 ャト チト

話し格 ヤンコト チノコト

19 



1. 1. 7 Ha ySI 

KY只

E八lIHC:

11. KY只

P. 只HT'h

江． 只Hb, ye, 

B. 只BO,

T. 51TO, 

C. OHKOT'b, 

1.1. 8 Ha t 

伽八OKも

E八IIHC:

l1. 巾o揺 Kも

P. もHTも

江 ．加-lb

B. tBO 

T. tTo 

C. もHKOTも

1. 1. 9 Ha bl 

11. 的phi

P. 

几

B. 

T. 

C. 

20 

E八:HHC:

hIHTも

hIHh 

hIBO 

hITO 

hIHKOTも

伽ypbl

KpaCI:IJIHI:IKも

MHO氷 ec:

I1. KY只Ha,no

P. OHT'b 

几 OHb, 

B. OBO, 

T. OTO 

C. OHKOT'b 

6丘

Mtto氷 ec:

I-1. 巾0八OK切 aqb

P. qHQT'b 

八. q11 

B. qBo 

T. qTo 

C. qHQKOTも

CHTO 

MHO氷 ec:

巾ypbIH紐)LO

OHT'h 

OHb 

OBO 

OTO 

OHKOT'h 



簡略文法について（村山）

1. 1. 7 ウヤに終る

紺屋（染物屋）

単 数 複 数

主格 クヤ クヤナンド

生格 ヤント オント

与格 ャニ，ウイェ オニ

対格 ヤヲ オヲ

造格 ヤト オト

話し格 ヤンコト オンコト

1. 1. 8 工に終る

フォドケ（仏） 神

単 数 複 数

主格 フォドケ フォドケタチ

生格 エント チノト

与格 エニ チ

対格 工ヲ チヲ

造格 エト チト

話し格 エンコト チノコト

1. 1. 9 1に終る

フルイ 飾

単 数 複 数

主格 フルイ フルナンド

生格 ウイント オント

与格 ウイニ オニ

対格 ウイヲ オヲ

造格 ウイト オト

話し格 ウインコト オンコト
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1. 1. 10 Ha y 

E邸 He:

11. eHIIIY 

P. YHT'b 

}l. YHb 

B. yBo 

T. yTo 

C. YHKOT'b 

1. 1. 11 Ha IO 

E八HHC:

I1. 八0卯0

P. JOHT'b 

八． IOHb 

B. IOBO 

T. JOTO 

C. lOHKOT'h 

1. 2 BTopoe CKJIOHeH'ie 

1. 2. 1 Ha att 

E,ll.HHC: 

11. aKa社

P. aKa/ Hu HOTも

几 aKaH 

B. aKa/ Hu BO 

T. aKaftTo 

C. aKa柑HOKOT'b

eHlllY rropox'h 

MH02Kec: 

I1. eHIIIYH紐八〇

P. OHT'b 

八． OHh, H八e

B. OBO 

T. OTO 

C. OHKOTも

八0巾IOp1iraH1e 

MH02Kec: 

I1. 八0卯OH紐八〇

P. 

几．

B. 

T. 

C. 

CBもTも

CBもTa (sic!) 

CB切 y

CB'BTa 

CB'BTOMb 

(1) CB'BT'B 

OHT'b 

OHb, H八e

OBO 

OTO 

OHKOT'b 

MHO氷 eCTBeHHOro1:JHC.na .nwruaeTC只
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簡略文法について（村山）

1.1. 10 ウに終る

イェンシュ（煙硝） 火薬

単 数 複 数

主格 イェンシュ イェンシュナンド

生格 ウント オント

与格 ウニ オニ， ンデ

対格 ウヲ オヲ

造格 ウト オト

話し格 ウンコト オンコト

1. 1. 11 ユに終る

ドフュー 曖気（おくび）

単 数 複 数

主格 ドフュー ドフューナンド

生格 ュント オント

与格 ユニ オニ， ンデ

対格 ユヲ オヲ

造格 ユト オト

話し格 ュンコト オンコト

1.2 第2変化

1.2. 1 アに終る

単 数

主格 アカイ あかり（光）は

生格 アカイノト ーの

与格 アカイ ーに

対格 アカイヲ を

造格 アカイト と

話し格 アカインコト について

23 



1. 2. 2 Ha H 

KII 八peBo

E八HHC: MHO氷 ec:

11. KH 11. KH揺 H八0

P. IIHOT'b P. OHTも

八． HHh 江． OHb, H,l(e 

B. HBO B. OBO 

T. HTO T. OTO 

C. IIHOKOT'b C. OHKOTも

1. 2. 3 Ha OH 

TO/ H V IlTHI(a 

E,ILHHC. MHO氷 ec.

I1. TO, H u 11. TOH雌 H八0

P. 社HOT'b P. OHT'b 

八． n 八． OHh, H八e

B. 社BO B. OBO 

T. Hu TO T. OTO 

C. HHOKOTも C. OHKOTも

1. 2. 4 Ha yfi 

IIIaK猜 HKaHie 

E,u11Hc: MHo氷 ec:

11. IIIaKy, H u 11. IIIaKy社雌H八0

P. 柑HOT'b P. OHT'b 

八． H 11. OH'h, H八e

B. 社BO B. OBO 

T. HTO T. OTO 

C. 柑HOKOT'b C. OHKOT'h 
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簡略文法について（村山）

1. 2. 2 イに終る

キ木

単

主格 キ

生格 イノト

与格 ィニ

対格 ィヲ

造格 ィト

話し格 ィノコト

数 複 数

キナンド

オント

オニ， ンデ

オヲ

オト

オンコト

1. 2. 3 オイに終る

トイ 烏

数 複 数

主格

生格

与格

対格

造格

話し格

単

イ

卜 トイナンド

卜

ト

コ
ノ

ヲ

ト

ノ

イ

イ

イ

イ

イ

オント

オニ， ンデ

オヲ

オト

オンコト

1. 2. 4 ウイに終る

シャクイ

単 数

主格 シャクイ

生格 イノト

与格 イ

しゃっくり

複

シャクイナンド

数

オント

対格

造格

話し格

イヲ

イト

イノコト

オニ， ンデ

オヲ

オト

オンコト
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1.2.5 Ha'h 

TaMalll'h 八yIIIa

E八llHC: Mtto)Kec: 

I1. TaMaIIIも 11. TaMal.lIH紐八〇

P. IIIHOT'h P. OHTb 

八． Illli 八． OHb, H八e

B. lllBO B. OBO 

T. lllTO T. OTO 

C. lllHOKOT'h C. OHKOT'h 

1. 2. 6 Ha b 

H’ Kb 八YX'h

E八IIHC: MHo)KeC: 

仇 H， Kb 11. MKbHa/ H八0

P. HHOT'h P. OHT'b 

八． KH 几 OHb, H八e

B. HBO B. OBO 

T. lITO T. OTO 

C. MHOKOTも C. OHKOT'h 
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簡略文法について（村山）

1. 2. 5 非口蓋化子音に終る

タマシ 魂

単 数 複 数

主格 タマシ タマシナンド

生格 シノト オント

与格 シ オニ， ンデ

対格 シヲ オヲ

造格 シト オト

話し格 シノコト オンコト

1.2.6 口蓋化子音に終る

ィキ＊ 気息

単 数 複 数

主格 ィキ ィキナンド

生格 イノト オント

与格 キ オニ， ンデ

対格 イヲ オヲ

造格 イト オト

話し格 イノコト オンコト

＊ィキのキは kj叉は k'('は口蓋化を示す）．片仮名では口蓋化した Kを表わすこと

ができないが，キと表わしておく．
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1. 2. 7 Ha 1-a 

1-a CTP加Ia

E八HHC: MHo)Kec: 

I1. 只 I1. 只H紐仄〇

P. 只HOT'b P. OHTb 

几． 只Hh 八． OHb, H八e

B. 月BO B. OBO 

T. 月TO T. OTO 

C. 只HOKOTも C. OHKOT'b 

2. 0 MtcTOHMeHie. 

2. 1 CKJIOHeHi5I M'BCTOHMeHiH 1-aIIOHCKHX'h ITO poccrnCKHM 

rra八e氷 aM'h

E八HHC: MHo)Kec: 

H. OH HJIH 0社ra a／ s'h I1. H八a Mbl 

P. oi1raT'h MeHe P. H八araT HaC'h 

几 6pe MH'f, 江． H八e HaM'h 

B. O，， H＂ BO MeH只 B. H八aBO Haeも

T. 0/ 0:u TO MHOIO T. H八aTO HaMII 

C. O/ Hu raKOT'b (1) MHも C. H八araKoT (J) Haen 

2.2 KOHa/ Ta Thi 

E八11HC: MHo)Kec: 

11. KOHa／ Ta Thi 11. KOHaTTaqb Bbl 

P. KOHaTa/ HT'b Te6e P. KOHaTTalJHOT BaC'h 

八． KOHa/ Te Te6t 几 KOHaTTallH BaM'h 

B. KOHaTaBO re6e B. KOHaTTalJBO BaC'h 

T. KOHaTaTO To6oro T. KOHaTTaqTo B3MH 

C. KOHaTaHKOT CJ) Te6t C. KOHaTTaqHOKOT (1) BaC'b 
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簡略文法について（村山）

1. 2. 7 ヤに終る

ヤ 矢

単 数 複 数

主格 ヤ ヤナンド

生格 ヤノト オント

与格 ャニ オニ， ンデ

対格 ヤヲ オヲ

造格 ヤト オト

話し格ヤンコト オンコト

2.0 代名詞

2. 1 ロシア語の格による日本語代名詞の変化

〔オイ 私〕

単 数 複 数

主格 オイ又はオイガ 私（俺）は ンダ 我々は

生格 オイカト 私の ンダガト 我々の

与格 オレ 私に ‘／ フ―→ヽヽ 我々に

対格 オイヲ 私を ンダヲ 我々を

造格 オイト 私によつて ンダト 我々によつて

話し格オイガコト 私について ンダガコト 我々について

2.2 コナタ お前

単 数 複 数

主格 コナタ お前は コナッタチ お前たちは

生格 コナタント お前の コナッタチノト お前たちの

与格 コナテ お前に コナッタチ お前たちに

対格 コナタヲ お前を コナッタチヲ お前たちを

造格 コナタト お前によつて コナタッチト お前たちによ
つて

話し格 コナタンコト お前について コナッタチノコト
お前たちにつ
いて
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2.3 aH6如0 OH 

E八HHC: MH02Kec: 

I1. aH⑩ TO OH'h I1. aHOlll'h OHH 

P. OHT'b oHarm P. UIHOT OHbIX'b 

八． OHb,e OH6My 几 lllH OHbIMも

B. OBO oHaro B. IIIBO OHbIXも

T. OTO OHblM'b T. lllTO OHhIMH 

C. OHKOT CJ) OHOM'b C. IIIHOKOT m OHbIX'b 

2. 4 BaraMae ce6e 2.5 八錆 KTO 

E,unHc: E八HHC:

I1. JIHlllaeTC只 l1. 忠鎌 KTO 

P. BaraMaeHTも ce6e P. ,l(araT'h KOrm 

八． BaraMae ce6も 八． 八arr KOMY 

B. BaraMaeBo ce6e B. 八aftBO Karo 

T. BaraMaeTo co6010 T. 八揺TO KHM'b 

C. BaraMaeHKOT w ce6t C. 八araKOT CJ) KOM'b 

2.6 H釦-Ih lJTO 

11. HaHb l!TO B. HaHBO lJTO 

P. HaHbHOTも t.IeBO T. HaHTO l!HM'b 

几． HaHM 1:IeMy C. HaHHOKOT (J) qeMも

C:i5I M'BCTOHMeH'i5I: ce6e, KTO, qTo, MHO氷 eCTBeHHOfCJ)暉 CJia

JIHIIIaIOTC5I. 
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簡略文法について（村山）

2.3 アノフト 彼（あの人）

単 数 複 数

主格 アノフト 彼は アノシ 彼らは

生格 オント 彼の シノト 彼らの

与格 オニ，工彼に シ 彼らに

対格 オヲ 彼を シヲ 彼らを

造格 オト 彼により シト 彼らにより

話し格 オンコト 彼について シノコト 彼らについて

2.4 ワガマエ 自分 2.5 ダイ 誰

単 数

主格 無し ダイ 誰は

生格 ワガマエント 自分の ダガト 誰の

与格 ワガマエ 自分に ダイ 誰に

対格 ワガマエヲ 自分を ダイヲ 誰を

造格 ワガマエト 自分と ダイト 誰と

話し格 ワガマエンコト 自分について ダガコト 誰について

2.6 ナニ 何

主格 ナニ 何は 対格 ナンヲ 何を

生格 ナニノト 何の 造格 ナント 何と

与格 ナニ 何に 話し格 ナンノコト 何について

これらの代名詞（自分，誰，何）は複数がない．
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2. 7 CO,, H u TO/H " 

E八HHC: Mtto)Kec: 

I1. co柑 TOI:I u 11. co釦HaH,l(O Tlll 

P. COHOTも Torm P. OHTも T'BX'h 

八． COM TOMY 几 OHb TもM'b

B. co札BO Toro B. OBO TもX'h

T. COHTO TもM'b T. OTO T'BMH 

C. COHOKOT (J) TOM'h C. OHKOT Q) TもX'b

2.8 KOH " cefI 

E八lfHHC: Mtto)Kec: 

11. KOII .., ce1:1 u 1:1. KOHHaH八0 CJ.I-I 

P. KOHOT'h cer(f) P. ORTも CI:IX'h 

几 Te ceMy 八． OHb CHMも

B. TOBO cero B. OBO CfIX'h 

T. TOTO CMM'b T. OTO CllMll 

C. TOHKOT Q) ceM'b C. OHKOT (J) CHX'h 

2.9 oiiraT'h MOH u 

E八HHC: MHO氷 ec:

11. OHu ra/ Tも MO，， H 。 l1. の社raTHaH八0 MOH 

P. TORTも MoeroJ P. OHTも MOHXも

江． Te MOeMy 八． OHb MOMMも

B. TOBO Moero B. OBO MOHX'b 

T. TOTO MOMM'b T. OTO MOHMH 

C. TOHKOT (1) MOeM C. OHKOT (1) MOMX 
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簡略文法について（村山）

2. 7 ソイ 其れ

単 数 複 数

主格 ソイ 其れは ソイナンド それらは

生格 ソノト その オント それらの

与格 ソイ それに オニ それらに

対格 ソイヲ それを オヲ それらを

造格 ソイト それと オト それらと

話し格 ソノコト それについて オンコト それらについて

2.8 コイ 此れ

単 数 複 数

主格 コイ これは コイナンド これらは

生格 コノト これの オント これらの

与格 テ これに オニ これらに

対格 トヲ これを オヲ これらを

造格 トト これと オト これらと

話し格 トンコト これについて オンコト これらについて

2.9 オイガト 私の

単 数 複 数

主格 オイガト 私の
オイガト

私のものなどはナンド

生格 トント 私のものの ント 私のものなどの

与格 テ 私のものに オニ 私のものなどに

対格 トヲ 私のものを オヲ 私のものなどを

造格 トト 私のものと オト 私のものなどと

話し格 トンコト
私のものに

オンコト
私のものなどに

つしヽ て ついて
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2. 10 KOHaTa(HT〕 TBO社

E八HHC: MH02Kec: 

11. KOHaTaHT'h TBOH 11. KOHaTaHTHaH八0 TBOH 

P. TOHT'b TBOer(J) P. ORTも TBOIIX 

江． TOHb TBOeMy 江． OHb TBOliM 

B. TOBO TBoero B. OBO TBOIIX 

T. TOTO TBOIIM T. OTO TBOliMli 

C. TOHKOT (J) TBOeM C. OHKOT a) TBOHX 

2. 11 BaraMO/ Hも CBO社

E,n;HHC: MHO平 ec:

11. BaraMO/ H'b CBOM 11. BaraMOHHaH八0 CBOH 

P. OHHOTも CBOer(J) P. OHTも CBOHX 

几． OHHll CBOeMy 几 OHb CBOHM 

B. OHBO CBoerm B. OBO CBOHX 

T. OHTO CBOHM'b T. OTO CBOHMH 

C. OHHOKOT a> CBOeM C. OHKOT (J) CBOHX 

2. 12 八O/H u KO/H " 

E)J,HHc: MHO氷 ec:

I1. m滋 KO/ H u I1. 八OHH紐八〇 KOH 

P. 八OHOTも Koer(J) P. OHTも KOHXも

八． 八OHヽ KOeMy 八． OHb KOHM'h 

B. ,l(OHBO Koero B. OBO KOIIX'h 

T. 仄〇社TO KOHM'b T. OTO KOHMH 

C. 八OHOKOT (J) KOlfM C. OHKOT (J) KOHX 
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簡略文法について（村山）

2.10 コナタ〔ント） お前の

単 数 複 単

主格 コナタントお前の
コナタント

お前のものなどは
ナンド

生格 トント お前のものの オント お前のものなどの

与格 トニ お前のものに オニ お前のものなどに

対格 トヲ お前のものを オヲ お前のものなどを

造格 トト お前のものと オト お前のものなどと

話し格 トンコトお前のものについて オンコト
お前のものなどに
ついて

2.11 ワガモン 自分の

単 数 複 数

主格 ワガモン 自分のものは
ワガモン

自分ものものなどは
ナンド

生格 オンノト 自分のものの オント 自分のものなどの

与格 オンニ 自分のものに オニ 自分のものなどに

対格 オンヲ 自分のものを オヲ 自分のものなどを

造格 オント 自分のものと オト 自分のものなどと

話し格 オンノコト
自分のものに

オンコト
自分のものなどに

ついて ついて

2.12 ドイ いずれ（どれ）

単 数 複 数

主格 ドイ どれ ドイナンド どれなど

生格 ドノト どれの オント どれなどの

与格 ドイ どれに オニ どれなどに

対格 ドイヲ どれを オヲ どれなどを

造格 ドイト どれと オト どれなどと

話し方 ドノコト どれについて オンコト どれなどについて
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2. 13 八araT'h 咽紐

E,zi;HHC: MHo加 ec:

I1. ,n:ar紅'b lleli u I1. 忠araTH紐 ,no lllH ..、

P. TORTも 屯er(J) P. OHT'h lllHXも

八． TOHb q1eMy 八． OHh ll!I:IM'h 

B. TOBO 1:11ero B. OBO qi'lfX'h 

T. TOTO 1I1eM'b T. OTO lllHMH 

C. TOHKOT (J) l:lteM'h C. OHKOT (J)項HXも

2. 14 aHO巾TORTも erCiJ 

E,n;HHC: MHO氷 ec:

I1. JIIIIllaeTC只 I1. JI:U:lllaeTC只

P. aHO巾TORTも erw P. aH巾TOHHaH瓜0 HX'b 

江． Te eMy 八． OHb HMも

B. TOBO ero B. OBO HX'h 

T. TOTO HM'b T. OTO MMM 

C. TOHKOT CJ) HeMも C. OHKOT Cl) HHX 

2. 15 八OHOT'b H氷 e, HJIH KOTOpbm 

E八HHC: MH02Kec: 

11. 八OHOTも H水 e 11. 八OHOTHaH八0 H水 e

P. TOHT'h erw氷 e P. OHT'h HX2Ke 

江． TOHh eMy氷 e 几． OHb 11M氷 e

B. TOBO ero)Ke B. OBO 只氷e

T. TOTO HM氷 e T. OTO HMH氷 e

C. TOHKOTも (J) HeM氷 e C. OHKOT CJ) HHX氷 e
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簡略文法について（村山）

2. 13 ダガト 誰の

単 数 複 数

主格 ダガト 誰のは ダガトナンド 誰のなどのは

生格 トント 誰のの オント 誰のなどの

与格 トニ 誰のに オニ 誰のなどに

対格 トヲ 誰のを オヲ 誰のなどを

造格 トト 誰のと オト 誰のなどと

話し格 トンコト 誰のについて オンコト 誰のなどについて

2. 14 アノフトント 彼の

単 数 複 数

主格 無し 無し

生格 アノフトント 彼のの アノフトンナンド 彼らの

与格 テ 彼のに オニ 彼らのに

対格 トヲ 彼のを オヲ 彼らのを

造格 トト 彼のと オト 彼らのと

話し格 トンコト 彼のについて オンコト 彼らのについて

2. 15 ドノト いずれの

単 数 複 単

主格 ドノト いずれの ドノトナンド いずれの

生格 トント ... の オント ... の

与格 トニ ・・・に オニ ... に

対格 トヲ ・・・を オヲ ・・・を

造格 トト ... と オト ... と

話し格 トンコト …について オンコト …について
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3. 0 r JIAfOJib 

Crrp只率ettier JiaroJIOB'h 1-aIIOHCKHX'h, no poccIHCKHM'h HaKJIOHeHI-

只Mも crrpRraeMhI只〔sic!〕

3. 1 0KOHtJaHI只 rJiaroJIOB'b 1-aIIOHCKHX'b. 

Ha 

3.1. 1 { ttapaB'h 
aB'b yqyc5I 

3. 1. 2 { Bcarn 
arn aaKpbIBaIO 

3. 1. 3 { KaK'h 
aK'b IIHllIY 

3. 1. 4 { KasaM'b 
aM'b HIOXaIO 

3. 1. 5 { Hap'h 
apo Mory 

3.1. 6 ｛邸Cも
ac'h rrponcrrycKaIO 

3. 1. 7 { Ta匝
au; も BhIKpau:BaIO 

3. 1. 8 { HaBOIO 
BOID HaHMeHyIO 

3. 1. 9 { oer'h 
ero IIJiaBaIO 

3. 1.10 { IlieK'h 
eKも IIOHY氷 ,naIO

3. 1. 11 { :io paIIIeH'b 
eH'b He八orrycKaIO

3. 1. 12 { Kaepも
epo o6pamarocH 

3. 1. 13 { HK'b 
HKも H八y

3. 1. 14 { M.Hp'b 
Hpn BH氷 y
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簡略文法について（村山）

3.0 動詞

ロシア語式に活用される日本語動詞活用

3. 1 日本語動詞の語尾

語尾

3.1.1 アウ ナラウ「習う」

3. 1. 2 アグ フサグ「ふさぐ」

3.1. 3 アク カク「書く」

3.1. 4 アム カザム「嗅ぐ」

3. 1. 5 ア）レ ナル「出来る」

3.1. 6 アス ダス「出す」

3.1. 7 ァッ タツ「裁つ」

3. 1. 8 ヲユ ナヲユ「名を言う」

3.1. 9 イェグ オイェグ「泳ぐ」
（ヨグ） （オヨグ）

3. 1. 10 イェク シェク「強制する」

3. 1. 11 イェン ョラシェン「許さない」

3. 1. 12 イェル カイェル「向きかわる」

3. 1. 13 イク イク「行く」

3. 1. 14 イル ミル「見る」
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3. 1. 15 KY {四KY
II05I八aIO

3. 1. 16 06'h { T06も
JI'BTaIO 

3. 1.17 { Rory 
ory OTnpaIO 

3. 1. 18 { OK'h 
OKも k汎a,ll.y

3. 1. 19 ｛四KOMも
OMも rrpu卵 BaIO

3. 1. 20 { op'h 
opも eCMb 

1. 1. 21 { To6ocも

ocも CBもTIO(sic!)

3. 1. 22 
{ KHITITaHT('b>IO

TbIO BbirOBa puBaIO 

3. 1. 23 { uyr'h 
yrも HaJIHBaIO 

3. 1.24 { CYK'h 
YKも JII06JIIO 

3. 1. 25 { YM'h 
YMも IIp5I八y

3. 1. 26 { IDM'h 
IO^  M'b lJI:ITaIO 

3. 1. 27 ypn {乳鷹l0

3. 1. 28 { IOpyc'h 
yc'h mTrrymaro 

3. 1. 29 { oc6iopも
IOpも HayqaIO 

3. 1. 30 { Mi月Bb
5IBも ycMOTpaIO 

3. 1. 31 { 51Kも
只Kも )Kry 

3. 1. 32 { .Hp'h 
5Ip'b 八aIO
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簡略文法について（村山）

3. 1. 15 ク ウチク「うち食う」 （食いつくす）

3. 1.16 オブ トブ「飛ぶ」

3. 1. 17 オグ ノグ「拭う」

3. 1. 18 オク オク「置く」

3. 1. 19 オム ウチコム「打ちこむ」

3. 1. 20 オル オル「居ル」

3. 1. 21 オス トボス「（火を）ともす」

3. 1. 22 トユ キッパイトユ「きっぱりと言う」

3. 1. 23 ウグ ツグ「注ぐ」

3. 1.24 ウク スク「好く」

3. 1. 25 ウム ウム「紡ぐ」

3. 1. 26 ヨム ヨム「読む」

3. 1.27 ウル スル「為る」

3. 1.28 ウス ュルス「放免する」

3. 1. 29 ユ｝レ オソュル「教える」

3. 1. 30 ヤウ ミヤウ「見張る」

3. 1.31 ヤク ヤク「焼く」

3. 1.32 ャル ャル「与える」
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3. 1. 33 51C'h { 05IC'h 
IIHTaIO 

3. 2 3prr: 

113 BhIIIIerrrrcaHHhlX'b OKOHllaHiH r JiaroJIOB KOTOphie KOHlla TC只 BC'B

Ha'b, KpOM'B CHX'b ,l(By(幻 OKOHllaHiH, Ha OIO, l1 Ha y, 0,l(HaKO)Kも

NO叩THBet no O,l(HOMY rrpaBrrJiy crrp只raTHC51MoryT'b. 

3. 3 f JiaroJIも八も討CTBHTeJIHbI柑

3. 3. 1 I-I3'.HBHTeJIHar(J) HaKJIOHeHI5I. 

E八HR:

ofira OCOIOpも

KOHaTa ocoe.HpKa 

aHo如o ocoepapも

He: 

MHO氷：

H.Aa ocoropも

KOHaTTalJb ocoeRpKa 

aHOillTalJh ocoepapも

He: 

E八HH:

只... yqy 

Tbl yqifllIH 

OH'b 1 
OHa y暉 T'b

OHO f 
MHO水：

Mbl y咄 M'b

Bbl yqHTe 

もT
 

a
 

U人y
 

、

）

ー

a
 

ー

H

b

 

H

H

H

 

0
 

0
 

0
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簡略文法について（村山）

3.1.33 ャス ォャス「養う」

3.2 注意

上記の動詞はオユとウに終るものを除いて凡て硬子音に終り， これらは

ほとんど全部，ひとつの規則で活用できる。

3.3 能動動詞

3.3. 1 直接法

単 数 単 数

オイガ オソユル 私は教える

コナタ オソエヤルカ お前は教える

アノフト オソエラル

彼彼女［lは教える

現在＜ それ

複 数 複 数

ンダ オソュル 我々は教える

コナッタチ オソエヤルカ お前らは教える

アノシタチ オソエラル

彼ら ） 
彼女ら は教える

それら
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E八HH: E八HH:

oftra ocoeTa (>I) 
KoHaTa ocoe只TTa Thi YlIHJl'h 

aHO巾ToocoepaTTa OHも

oHa yqnJia 

IIIII: j OHO yqHJIO 

MHO)K: IIllI: 、 MHo)K: 

H八a ocoeTa ,-l KoHaTTalJh ocoe只TTa I Bhl yqHJIH 

aH01IITa1Ib ocoepaTTa I OHH 

OHbl 

oHa yq1は a

E八HH: E,llHH: 

o柑raOCOIO 只 Hayqy

KoHaTaH ocoeRpKa Tbl HayqlfIIIH 

aHO如OHocoeparo 

OH'h l 
OHa HaylJHTも

6八.I l J OHO 

MHo)K: 6八. MHO水：

H八a OCOIO I Mb! Hay暉 M'b

KOHaTTaqb ocoeRpKa Bbl Hay1:1HTe 

aHOIIITal:lb ocoepa10 
I OHH l 
OHbl HayqaT'b 

OHa 
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簡略文法について（村山）

単 数 単 数

オイガ オソエタ

日は教えたコナタ オソエヤッタ

アノフト オソエラッタ

彼女は教えた

過去） それは教えた

複 数 複 数

ンダ オソエタ

我々 lコナッタチ オソエヤッタ お前ら
は教えた

アノシタチ オソエラッタ 彼ら

彼女ら

それらは教えた

単 数 単 数

オイガ オソユ 私は教えるだろう

コナタン オソエヤルカ お前は教えるだろう

アノフトン オソエラユ

彼彼女lは ” 
未来｛ それ

複 数 複 数

ンダ オソユ 我々は II 

コナッタチ オソエヤルカ お前らは II 

アノシタチ オソエラユ

彼ら ｝ 
彼女らは II 

それら
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3. 3. 2 TioBeJIHTeJIHOe 

悶： KOHaTa ocoe. 
He: y暉．

6JI: Hay暉．
Thi 

3. 3. 3 CocJiaraTeJittoe 

EJL.0H: He: 

f ofira ocmopHapa 

HKeHMO KOHaTaH ocoe5Ipttapa 

l atto如OHocoepapttapa E)KeJI.0 6hI 

E八HH:

只し
Tbl Yl:IHJIも

OH'b f 
otta yt:IHJia 

a
 

p
 

a
 

a
 

p
 H

 

a
 

p
 

H
 

a
 

p
 

g
 

a
 

p

e

P

 e
 

゜
a
 

゜

c
 

H
 

P

C

 

゜
b゚
 

b
 

IO 

゜
q
 

c

q

 

加

o

a

a
T
 

T
 

Ill 

o

a

T

 

H

r

a

 

a

H

o

 

八

O

H

M
 

H

K

a

 

,

（

、

゜
M
 

M
 

e
 

k
 

H
 

OHO yqifJIO 

MHO水：

Mhl 

Bbl l 
E氷 eJIH⑱I/ニfyqHJIIf 

OHa y叩ma

Tiperne八mee

E八IIH:

〇社raocoeTaHapa 

KOHaTaH'h ocoeRTTaHapa 

8HO巾TOH'hocoepaTTaHapa 

t
p
 

J

I

a

 

H

J

I

 

q

H

 

y

q

 

a

y

 

H

a

 

ヽ

ー

'

‘

Hも

a

b

l

H

H

 

庄

只

T

o

o

H
 

八E
 

HKeHMO 
E)KeJI11 6hI 

Mtto)K: 

H八araocoeTaHapa 

KOH a TT a t.Jb ocoe.HTTaHa pa 

aHOIIITat.Jb ocoepaTTaHapa 

OHO HaylIHJIO 

Mtto)K: 

H
 

J

I

a

 

H

J

I

 

H
 

u
 

y

q

 
y
 

a
 

a
 

H
 

、
¥
＇

j

H

a
 

ー

H

b

 

b

l

b

l

H

H

H

 

M

B

o

o

o
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簡略文法について（村山）

3.3.2 命令法

闘コナタオソエ
現在教えよ
未 来 教 え よ

お前

3.3.3 仮定法

Iオ：カ
イケンモ コナタン

しアノフトン

複

数 現在

オソユルナラ

オソュルナラ

オソエラルナラ

数

jンダガ オソユルナラ

イケンモ コナッタチ オソエヤルナラ

しアノシタチ オソエラルナラ

単 数

らな

I

I

I

I

る

I
I
I
I

`
‘
4
`
‘
-

ぇ

カ

カ

教
数
＼
ー
＼
／
~
ら

ヽ
ー
ー
、
／
—
ー
／
が
が
ら
れ

前

が

女

れ

々

前

ら

女

そ

私

お

彼

彼

そ

我

お

彼

彼

ら

'

、

、

‘

複

'
'
|
1
¥
|
|＼

も

も

し

し
も

も

過去

単数

オイガ オソエタナラ

コナタン オソエヤッタナラ

アノフトン オソエラッタナラ

単 数

私 l
お前が教えたなら

彼[
彼女が ” 

イケンモ（ ）それが ／／ 

もしも
複 数 複 数

ンダガ オソエタナラ

我々）コナッタチ オソエヤッタナラ お前ら が II 

彼ら

アノシタチ オソエラッタナラ 彼女ら

それらが II 
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Ey八yI.IIee

EJIHH. 

oiira ocoropHapa 

KOHaTaH ocoe5IpHapa 

aHO巾TOHocoepapHapa 

HKeHMO 

MHO.iK: 

H八araocoIOpttapa 

KoHaTTaqh ocoe只pttapa

aHOlllTa qh ocoepa ptta pa 

EJIHH. 

51 Hayqy 

Thi HayqHIIIH 

OHも＼

OHa Hay暉 T'b

OHO f 
E氷 eJIH)MHo氷 e:

Mhl Hay咽 M'b

Bbl HayqHTe 

OHH 

ニ1)Hayqan 

3.3.4 Hemrrpe八知IeHHOe

E八HH:

e
 

u
 

e
 ゚

e

c

 

q

0

 

9

ー

1

/

e
 ゚

oc

狐

H
 

O

H

 

q
 

し

／

ー

ー

l

J

H

q

a
 

a
 

T
 

e

e

M

T

 

III 

T

T

T

 

a

a

 

e

H

o

 

巾

八

e

H

o

 

P

O

H

O

H

 

o

k

a

H

K

a

 

，

ヽ

｀

＇

、

）
 ．
 

H
n
 

．．
 

c
 

H

6

 c
 

HC. 

Ii 

::, もt)四 HTH

OHOMY 

MHO氷．

6八．

二：)Hay暉 TH

OHbIM 

3.3.5 Tip四 acTie

He: OCOIOpT'h HC: yqal.l(iH 

rrrn: ocoeTaT'h rrlll: Hay暉 Blllill

6応 OCOIOpT'b 6応 HayqaIOru;iH 
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簡略文法について（村山）

未 来

単

オイガ

コナタン

アノフトン

イケンモ

3.3.4 

オレ

現
在
と
〔
未
来
〕

アノフテlオソエチェ
コナテ

:::::lオ‘ノエチェ

'_,, 
／フ―

3.3.5 

現在

過去

未来

複

ンダガ

コナッタチ

アノシタチ

不定法

単

数

複

数

数

オソュルナラ

オソエヤルナラ

オソエラルナラ

単

数

形動詞（分詞）

オソュルト

オソエタト

オソュルト

オソユルナラ

オソエヤルナラ

オソエラルナラ

数

私が教えるなら

お前が

彼

II 

” 

現

在

と

未

現在

過去

未来

もしも

私に

‘、>ヵ

、

＼

＇

）

女

れ
彼

そ

複

我々が

お前が

彼ら

数

力ゞ

、

）

、ら

ら

女

れ
彼

そ

” 
II 

II 

（とつて）教えること

お前に（

彼に

我々に（

来 1お前に（

l彼らに（

II II 

II II 

複 数

II II 

II II 

” II 

教えるところの

教えたところの

教えるだろうところの
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3. 4 f JiaroJI CT pa邸 TeJIHbllf

3.4. 1 (H3訊 BHTeJibHOrOHaKJIOHeH揺〕

E八HH:

onra Ha paB'h 

KOHaTa Hape.HpKa 

aHO巾TOHapaBap'b 

HC: 

MHO平．

H,nara HapaB'h 

KOHaTTaqb HapeRpKa 

aHOIIITaqb HapaBap'h 

EAMH. 

oiira ttapoTa 

IIIII: ! KOH a Ta Hapel!TTaKa 

aHO巾TOHapaBaTTa 

MHO狐

j肛 araHapoTa 

Illll: KOHaTTalJb HapeHTTairn 

l aHOillTalJb HapaBaTTa 

HC: 

E八HH:

H y11yc月

TbI Y1IHIIIHCH 

OHもl
OHa (yll:HTC幻

OHO f 
MHO氷 e.

Mhl y暉 MC51

Bbl Yll:HTeCR 

OHl1 

二r)yqaTc只

E八lIH.

只

只

c
 

只

只

"

-

只

c
 

c
 

J

I

a

c

o

c

巡

J

I

a

H

H

 

J

I

J

I

O

J

I

 

H
 

q
 

H

H

H
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y
 

q
u
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a

a
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a
 

y

y

M

H

 

a

a

 

H
 

,

)

i

H

H

`

)

，

I
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H

b
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H

H

H

 

も
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o
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l

I

b

H

H

H

b

 

只

T

O

O

O

M
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o

o

o

,

1

1

、

'

!

`

，

皿

皿
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I

I
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簡略文法について（村山）

3.4 被働動詞〔ロシア語で再帰代名詞から発達したーC只がついた動詞〕

3.4. 1 C直接法〕

単数

オイガ

コナタ

ナラウ

ナレヤルカ

アノフト ナラワル

現在

過去

複

単

数

ンダガ ナラウ

コナッタチ ナレヤルカ

アノシタチ ナラワル

数

オイガ ナロタ

コナタ ナレヤッタカ

アノフト ナラワッタ

単 数

ぶ

ぶ

ぶ

学

は

II 

学

学

は
複
は
、
~
ー

ー

ょ

ら

ら

ら

9
ー

f

前

女

れ

々

前

ら

女

れ

私

お

彼

彼

そ

我

お

彼

彼

そ 数

単 数

私し
お前は学んだ

彼 f
彼女は ” 
それは ” 

複 数
過去

複 嶺

ンダガ ナロタ

コナッタチ ナレヤッタカ

アノシタチ ナラワッタ

だん

だ

学

ん
は

学

｝

は
ら

ら

ら

々

前

ら

女

れ

我

お

彼

彼

そ
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E,nHH: 

ofira HapaBo 

KOHaTa Hape5IpKa 

aHO巾TOHapaBaIO 

l邸：〕

MHO氷．

H八aHapaBo 

KOHaTTaqb Hape5IpKa 

aHOIIITaqb HapaBaIO 

3. 4. 2 TioBeJIHTeJIHOe 

d
.
_
 ．
 

．．
 ．
． c

八

H

6

 

KOHaTa HapaBe 

E邸 H:

月〔HayllyC5I)

TbI (HayllHIIIHC5I〕

rー／

巡

H
 

c
 

T

”

g

 

c
 

゜
H

C

 

H
 

q

M

e

 

T
 

H

H

 

y

M

 

q

q

 

a
 

H
 

C

y

y

 
a

a

 

l

H

i
 

b

a

o

b

l

b

l

 

M

B

 

H

H

H

 

0
 

0
 

0
 

OHH 1 
OHhI Hay1-IaTC5I 

OHa j 

謬｝⑪I
yqncH 
Hayqnc5I 

3. 4. 3 CocJiaraTeJIHoe 

HaCT05lll(ee 

E八HH:

ofira HapoTaHapa 

KOHaTa Hape月TTaHapa

aHo巾TOHapaBaTTaHapa 

H:KeHbMO 

MHO氷．

H八araHapoTattapa 

KOHaTTaqh HapeRTTaHapa 

aHOIIITa qb Ha paBa TTaHa pa 

e氷 eJIH

6bI 

只c
 

JI 
H
 

q
 

y
 

、

）

ー

b

a

 

．．
 

b

i

H

H

 

H
 

H

T

o

o

 

H
 

江E
 

只

H
 

c
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H
 

a
 

JI 

JI 

H
 

"~ 

U人

U.-

y
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ー
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y

H

b

I
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b

l

b

I

H

H

H

 

〇

狐
H

O

 

0

H

M
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M

(

V
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H
 

JI 
e
b
I
 

水

6
e
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単 数

オイガ ナラヲ

コナタ ナレヤルカ

アノフト ナラワユ

未来＼

複 数

ンダ ナラヲ

コナッタチ ナレヤルカ

アノシタチ ナラヮュ

3.4.2 命令法

闘｝ コナタ ナラウェ

ーヽノ山村（
 

て‘
 

しつ

う

に

数

う

数

ろ

法

ろ

だ

II

文

だ

I

I

I

I

ぶ

ぶ

学

略

夏

よ

簡

単

学

は

r

i
ょ

ら

9

_

 

ょ

、

）

、

9
1
 

は

前

女

れ

々

前

私

お

彼

彼

そ

我

お

II は

、
I
I

、

ら

ら

ら

女

れ

彼

彼

そ

よよ

ベベ
学学

前
お

闊現未

3.4.3 仮定法

現 在

単 数 単 数

オイガ ナロタナラ

こ｝学んだならコナタ ナレヤッタナラ

アノフト ナラワッタナラ もしも 彼が

彼女が

イケンモ{ それが

複 数 巴lが学んだなら
ンダガ ナロタナラ

もしも 彼ら
コナッタチ ナレヤッタナラ 彼女ら

アノシタチ ナラワッタナラ ＼それらが II 
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TI peIIIe,n;IIIee 

E八llH: E八HH:

HKeHMO (::::Ta) HapoJ二:::::pa

aHo如o l。paTTaHapa
蟷;;H Fhl } ttayqeH⑱ IJl'b 

l゚:::ttayqetta釦 a

OHO HayqeHO 6hIJIO 

MHO率：Mtto)K: 

［肛ara [ f OTTattapa 

HKeHMO KOHaTTaqb'ttapoqb OiHTTattapa 

l attornTaqb J l。paTTattapa

Ey八ymee

EA1:1H: 

雌 raHapo咄 apa

KoHaTa Hape5Iqttapa 

aHO巾ToHapaBaqttapa 

蟷 e,rnF= 1 Hayqm 

6bI l~::, f 6bIAH 

OHa HayqeHa 
6bIJia 

E八HH:

只 BhJyqyc只

Thi BbIYlIHillHC只

HKeHMO 

MHO氷：

H八araHapoqttapa 

KOHaTTaqb Hape只qttapa

aHOIIITaqb HapaBaqHapa 

e)KeJIH 

6bI 

只

g
 

c
 

”
 

c
 

T
 

e
 

c
 

M

T

 

H
 

H
 

q
 

y

H

 

q

q

 

:

y

y
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H
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簡略文法について（村山）

過 去

単 数 単 数

ィ ｛オイガ ｝ナ llオ y タナラ
ケン コナタ チロ オイヤッタナラ

モ アノフト ェ オラッタナラ
もI... 

彼女が II 

それが ／／ 

複 数 複 数

ラナ

ラ

ラ

タ

ナ

ナ

ッ

タ

タ

ャ

ッ

ツ

イ

ラ

オ

オ

オ

,
＇
'
,
‘
 

ナ
ロ
チ

、

し

1

J
チ

チ

タ

タ

ガ

ッ

シ

ダ

ナ

ノ

ン

コ

ア

f

く

、

イ
ケ
ン
モ

な
た．ヽ

し
でII

ん
学

がら
‘—|＼ー、ららら

前々ら女れ
我お彼彼そ

、ì
もしも

未来

単 数 単 数

オイガ ナロチナラ 「ムが学んでいるなら

コナタ ナレヤチナラ お即ヽたが ” 
アノフト ナラワチナラ

I彼 l
彼女が II 

イケンモ{ lそれ

複 数 もしも複 数

ンダガ ナロチナラ 我々が学んでいるなら

コナッタチ ナレヤチナラ お前らが II 

アノシタチ ナラワチナラ

彼ら ｝ 
彼女らが ／／ 

それら
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3. 4. 4 Hemrrpe八恥eHHOe

(E,l(HH.〕 E八HH.

ope MH'B 

］四HTHCl!KOHaTe Te6t 

He: I aHO巾Te HC: OHOMV 

LL ( MHO)K: Hapoqe M I MHo)K: 

紅： I肛 e 6八：
H8M'b l 

KOHaTTallll BaM'h BhIY叩MTHC5I

aHOlllTaqH OHhIM'b 

3. 4. 5. Tip皿 acTie

He: HapaBTも HC: yqamiHC汀

rrlli: HapoTaTも IIllI: HaylJHBilliHC.H 

邸： HapaBT'b 6八： HayqaIOIUilIC只

3. 5 f JiafOJI JIH田HbIH

3. 5. 1. 1 (H3'b5IBHTeJibHOro HaKJIOHeHH幻

E,llHH. 

0加 aopも as'h ecMb 

KOHaTa 0団 pKa I Thi ecn 

aHO如o opap'b 
OH'h l 
OHa eCTb 

HC: I OHO 

HC: 

Mtto)Ke. Mhl ecMhI 

H八araop'h Bbl ecTe 

KOHaTTaqb ornpKa 
OHH l 

aHOIIITalJb opapも I OHhI cyTh 

OHa 
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簡略文法について（村山）

3.4.4 不定法

現

在

と

未

来

〔単

オレ

コナテ

アノフテ

工チ口

)

ナ

数

ヽ

，

ー

ノ

チ

チ
タ

タ
ッ

シ

ナ

ノ
コ

ア

複

、一'，
.,/フ―

数

彼らに

3.4.5 

現在

過去

未来

形動詞（分詞）

ナラウト

ナロタト

ナラウト

現

在

と

未

来

私に

お前に（

彼に

我々に

r_/ 
だ

と

要
こ

必

ぶ

が

数

学

C

、

）

ノ

‘＇ノ、’ノ、’ノ

て

単

つと
ヽ
~

お前らに（

現在

過去

未来

” 
II 

複 数

（とつて） l 
学ぶこと

: j Cが必要だ〕

II 

” 

学ぶところの

学んだところの

学ぶだろうところの

3.5 人称動詞〔存在動詞が示されている〕

3. 5. 1. 1 〔直接法〕

単

オイガ

コナタ

アノフト

現在

複

ンダガ

コナッタチ

アノシタチ

数

オル

オイヤルカ

オラル

現在

私は

お前は

ある

” 

II は

、

'

ー

、

女

れ
彼

そ

彼

数

オル

オイヤルカ

オラル

我々はある

お前らはある

彼ら

るあは

、
1

/

|

J

ら

ら

女

れ
彼

そ
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E八HH: E,n:IIH: 

o討raOTTa (>I) 
KOHaTa Oi只TTaKa I⑬ I 6h!JI'b 

aHO如o opaTTa OHも

OHa 6h団 a

OHO 6bIJIO 
Illll: I , 

MHO)K: 
Illll: 

〔MHO氷 .J Mhl 

H八araoTTa Bbl 

〉6bIJII'.l
KOHaTTa暉 oiJITaKa(sic!〕 OHH 

aHOlliT8llb opaTTa OHbI 

OHa 6bIJia 

e八HH:

雌 raopo 只 6y八y

KOHaTa Oi.HpKa TbI 6y駆eIIIH

aHO如TOopaIO 

OH'b l 
OHa 6y八eTも

6八： ) OHO 

MHO淑． 6八： MHO狐

H,n;ara mpo Mbl 6y八eMも

KOHaTTallb 0団 pKa Bbl 6y邸 Tも (sic!)

aHOIIITaqb CI)paro 

OHH l 
OHbl 6y疋YT'h

OHa 
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簡略文法について（村山）

単 数 単 数

オイガ オッタ

「：前1ヽはあつたコナタ オイヤッタカ

アノフト オラッタ I彼

彼女は ” 
過去！ 複 数

過去
〔複 数〕

我々 lンダガ オッタ お前ら
はあつた

コナッタチ オイヤタカ〔ママ〕 彼ら

アノシタチ オラッタ 彼女ら

それらはあつた

単 数

オイガ オロ ［私は あるだろう

コナタ オイヤルカ お前は ” 
アノフト オラユ

I彼 l
彼女は”

未来｛ lそれ

複 数 未来複 数

ンダガ オロ 我々は あるだろう

コナッタチ オイヤルカ お前らは ／／ 

アノシタチ オラユ

彼ら ］ 
彼女らは II 

それら
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6y八yw;ee Ha Mtc咋 CTO月Hi汀， TO eCTb ObITH KOMY B'TOM I1JII1 

OKOM M'BC咋

3. 5. 1. 2 
E八HH.
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T

八

孔

e

狐

e

e

y

八

八

6

y
 

y
 

八

6

0
H
y

、
~

6

6

 

H
b
l
a
 

口

y

的

ー
j

M

b
a
o
 

只

T
b
I
O
H
O
H
O
H
M
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I
B
b
l
o
H
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oH

6
 

ー

1'

、

,

1

,

‘

几

几
6

6

 

6y ,ZJ;IIIee K'M'BCTY HもKOeMy,ZJ;BH氷 eHieTO eCTb 6bITb KOMY K'KaKO-

MY M'BCTy HJIH K'h TOMY HJIH OHOMy. 

3. 5. 2 IloBeJIHTeJIHoe 
HC: 
紅： } Ki雌 KOH8T8

3. 5. 3 CocJiaraTeJIHoe 

E八HH:

o釦raopも

KOHaTa 0団 pKa

8HO巾TO opapも

HC: 

6八：
6y八H Thl 

HaCTO只mee

E皿 H:

只 eCMb

Thl eCH 

(HKeHMO〕
MHO)K. 

H八ara op'h 

KOHaTTallh 0団 pKa

aHOlllTallh opap'b 

E水 eJIH

6bI 

盟:}em
OHO 

MHO氷．

MbI eCMbI 

Bbl ecTe 

OHH し
OHbl CYTb 

OHa f 
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簡略文法について（村山）

存在の場所にいるだろうこと（未来）を示す．すなわち，或る場所にい

るだろうこと（未来）を示す．

3. 5. 1. 2 〔直接法〕

単数 単数

｛オイカ
ク C来〕

fl 私は あるだろう

未来 コナタ キャルカ C来ヤルカ〕 お前は ” 未来
アノフト ゴザロ

彼彼女｝は II 

それ

複 数 複 数

｛ンダ

ク〔来〕
］我々は あるだろう

未来 コナッタチ キャルカ お前たちは II 

未来
アノシタチ ゴザユ

彼彼女らら lJ は II 

それら

ある場所に向つてあること，ある場所への動きを示す．

3.5.2 命令法

塁塁キャイ コナタ 塁皇来よ お前は

3.5.3 仮定法

現 在

単 数 単 数

オイガ オル I私が ある

コナタ オイヤルカ Iお前が ” 
71アノフト オラル

彼腎｝ が ” 
ケ I

もしもl複 数ン 1 複 数

ごIンダガ オル 我々が ある

コナッタチ オイヤルカ お前が II 

アノシタチ オラル l彼彼女らら＼1が II 

〔ロシア語の語形に誤りがあると見られる〕 それら
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TI peI.IIe,z(IIIee 

E耶 H.
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l aHo如oopaTTa 

a
 

k
 

a
 

a
 

T

T

 

T

T

 

H

a

 
p
 

＂ー

゜
゜

a
 

T

h

 

T

q

b

 
可

．．
 氷

o

a

a
T
 

T
 

lll 

o

a

T

 

H

r

a

 

a

H

o

 

八

O

H

M
 

H

K

a

 

f

(

‘

 

゜
M
 

H
 

e
 

k
 

H
 

E)KeJIII 
6bI 

TI pellle,ll;lllee 

E)KeJIH 
6bI 

E八HH.

もJ

I

O

 

JI 

a
 

b

i

J

I

 

ー

16
印

⑮

贔

H
a
H
O

H

T

o

o

o

 

＇

ー

、

MHO氷：

H
 

a
 

JI 
b

l

J

I

 

6

b

I

 

、

)

、

6

M
h
l
b
l
H
M
H
b
l
H
a
 

B

o

o

o
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、

By八yruee

E八HH:

o釦rampHapa 

KOHaTa Oi5IpHapa 

aHO如oopapHapa 

E八l'.IH:

月 6y八y

Tbl 6y八elllli

MHO狐

H八araopHapa 

KOHaTTallb Oi5IpHapa 

aHOIIITallb opapHapa 

3. 5. 4 Heorrpe,ll.tJieHHoe 

HC: Otitie 

盟q如 eTも

OHO 

MHO)K. 

Mbl 6y八eM'h

Bbl 6y邸 Te

盟心｝如yT1,
OHa 

HC: 6hITH 
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過

単 数

イ［オイガ
オッタ

ケ コナタ オイヤッタカ

モン アノフト オラッタ

過

複 数

イ［ンダガ
オッタ

ケン コナッタチ オイヤッタカ

モ アノシタチ オラッタ

未

単 数

オイガ オルナラ

コナタ オイヤルナラ

アノフト オラルナラ

複 数

ンダガ オルナラ

コナッタチ オイヤルナラ

アノシタチ オラルナラ

簡略文法について（村山）

去

単数

もしも［〗前｝がいたなら
l彼女がいたなら

それがいたなら

去

複数

我々

もしも(:門らlがいたなら

彼女ら

それらがいたなら

来

ス

つ

ス

ノ

ろ

ろ

数

だ

I

I

I

I

だ

I

I

I

I

る

数

る

が

あ

が

あ

l
f

が
ー
~
が
が
ら
ら

単

が

前

女

れ

々

前

ら

女

れ

私

お

彼

彼

そ

複

我

お

彼

彼

そ

3.5.4 不定法

現在 オッチェ 現在 有ること
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3. 5. 5 Tip四 acTie

He: 巾OHHOT'b

Illli : OTT a T'h 

6~: KYPT'h 

3. 6 f JiarOJI 6e3JIHqHbIH 

He: cylll,iM, cylll,aR, cylll,ee 

IIIII: 6bIBIIIlli, 6bIBIIIa5I, 6bIBIIIee 

紅： 6y ,nylll,iH, 6y八ylll,a只， 6y八ylll,ee

3.6. 1 八証CTBIITeJIHbIHrrepBara> CIIp5I)KeHI5I 

3. 6. 1. 1. (H3'b只BHTeJibHOI'OHaKJIOHeHH幻

He: 
6八：} llleH只HapaH'h { nc: no八o6aeTも

6八： BOCITO八o6aeT'h

3. 6. 1. 2 CocJiaraTeJIHoe 

*rrx: 
*mn:¥ mieHMO memrnapa八氷aTTa { *nx: ame 6bl no八o6arne

*rrIII: ame 6月IIIeITO八o6aJio

3. 6. 1. 3 He(J)rrpe八tJJeHHOe

HC. 
6八．｝皿H月Hapa八氷eHa ¥ HC. ITO八o6aTH

6八. BOCIIO,ZJ,o6aTH 

3. 6. 2 f JiaroJIも 6e3JI皿 HblllCTp狐 aTeJIHbmrrepBar(I) crrp只氷eHiH

3.6.2. 1 [H3'b只BHTeJibHOrOHaKJIOHeH皿］

He. apKoTraapo 

IlllI. apKOTraaTTa 

6八. apKOTraapo 

3. 6. 2. 2 CocJiaraTeJIHoe 

*nx. 
*nllI.} IIKeHMO apKOTraaTTaHapa 

6八. IIKeHMO apKOTraapHapa 
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HC. cJiyqaeTC5I 

IIlll. CJIY暉 [JI]C5I

6八. CJiyqHTC5I 

「TIX. ame6hI CJiyqaJIOC只
*nlll. ame 6月IlleCJIY暉 JIOC.51

6八. ame6hI CJiyqrrJIOC.H 



3.5.5 形動詞（分詞）

現在フォンノト

過去オッタト

未来クルト C来｝レ〕

3.6 非人称動詞

3.6. 1 第 1活用能動

3. 6. 1. 1 C直接法〕

闘｝シェニャナラン

3. 6. 1. 2 仮定法

完不完了了態態過過去去｝ イシェケニンャモナラヂャッタ

3. 6. 1. 3 不定法

闘｝シェニャナラヂェナ

3.6.2 非人称動詞，第 1活用被働

3.6.2. 1 C直接法〕

現在 アルコトガアル

過去 アルコトガアッタ

未来 アルコトガアロ

3.6.2.2 仮定法

簡略文法について（村山）

現在有るところの

過去有つたところの

未来有るだろうところの

現在 なすべきである

未来 なすべ巻だろう

不完了態過去 なすべきだったなら

完了態過去なすべぎだつたなら

現在 なすべきであること

未来 なすべきであろうこと

現在偶然に起る

過去偶然に起つた

未来偶然に起るだろう

過去 イケンモ ＊不完了態過去(rrx.) もしも偶然起つたなら
アルコトガアッタナラ＊西元了態過去(IIlll.) II II 

未来
イケンモ
アルコトガアルナラ 未 来 もしも偶然起るとしたら

*rrx. は rrpoxo八HBIIIeeの略と見られる. IIIII. は rrpeIIIe八IIIeeの略. IIIII. のみの

ときは「過去」と訳し， rrx.rrIII. が並列してしてあると言は前者を「不完了態過去」

後者を「完了態過去」と訳す．
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3. 6. 2. 3 Hemrrpe八お/IeHHOe

He: 
位： } apKOTraa四 e

HC: CJiyqa TllC51 

6即 CJIY叩 ITIIC只

3. 6. 3 r JI'b 6e3JI皿 HbIH八'BHCTBHTeJIHHbIHBTOparQ) crrp月)KeHl只

3.6.3. 1 印3も只BHTeJibHOroHaKJIOHeHH只〕

He: KypeHbapo 

IIX: KypeHbaTTa 

は： KypeHbapo 

3. 6. 3. 2 CocJiaraTeJIHOe 

琴~~} HKeHMO {心~~~ロ::;~a

3. 6. 3. 3 Hemrrpe八tJieHHOe

He: 
阪：} KypeHbHa四 e

He: 邸 CTOI1T'h〔sic!J

rrx: 八OCTO.HTe

6,l(: B03八OCTOI1Tも

nx: 八OCT05IJIO
は：} ame 6b1 {B03八OCTO月JIO

He: 八OCTO只TH

6八： B03八OCTO.HTH

3. 6. 4 f JiarOJI'b 6e3JI皿 Hbll:ICTpa,llaTeJIHhll:I 

3.6.4. 1 印3も只BI:ITeJibHOroHaKJIOHeHI:I幻

ttc: ra四 eHrnepaeHも

rrx: 
rrrn:} ra四 ettrnepae八氷aTTa

邸： ra四 ettrneparopMe

3. 6. 4. 2 CocJiaraTeJIHoe 

rrx: } ra四 ettrnepae八氷aTTa
ITIII: HKeHMO 
紅： ra四 ettrneparopMe

3. 6. 4. 3 HeQ)rrp八加reHHoe

He: 
阪： } ra四 eHIIIe八氷eHa
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He: MHlfTC只

TIX: MH5Illlec只

IIIll: B03MH'BC只

6八： B03MHHTC5I 

IIX: ,n;a6hI MH'BJIOC5I 
Illll: ,n;a 6只IIIe
6八 ：叫I } B03MH'BJIOC5I 

HC: MHtTHCH 

6八： B03MHおTHC只



3.6.2.3 不定法

闘｝ァルコトガアッチェ

3.6.3 非人称動詞第2活用，能動

3.6.3. 1 〔直接法〕

現在 クレニアル〔位にある］

不完了過去 クレニアッタ

未来 クレニアロ

3.6.3.2 仮定法

簡略文法について（村山）

現在偶然に起ること

未来偶然に起るだろうこと

現在価値がある

不完了態過去価値があった

未来価値があるだろう

不完了過去｝イケ｛クレニアッタ 不完了態過去 価値があつたら
未 来ンモクレニアロ 未 来｝もしも｛価値があるなら

3.6.3.3 不定法

瓢｝クレニナッチェ

3.6.4 非人称動詞，被働

3.6.4. 1 C直接法〕

現在 ガッチェンシェラエン

現在価値があること

未来価値があるだろうこと

現在思われる

不完了態過去
完了態過去｝ガッチェンシェラエヂャッタ

不完了態過去思われた

完了態過去 ” 
未来 ガッチェンシェラュルメ 未来思われるだろう

3.6.4.2 仮定法

不完了態過去
ガッチェンシェ

完了態過去
イケ 不完了態過去思われるようにと

未 来｝ンモ{r~;: ニ塁了態過塁｝ 思われるようにと
ラュルメ

3.6.4.3 不定法

闘｝ガ、；；チェンシェヂェナ
現在思われること

未来思われるだろうこと
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4. 0 Hape屯e

4. 1 1. C以下ゴチ体活字数字は原文JBpeMeHe 

4. 1. 1 HaCTORIUarm 
KIO 八HebI(sic! J ceBm ,.UHH, cerm八RH

HMa HbIH'B HbIH'B HbIH皿 a,HOH'B 

HTTOKbllll!eKapa HOl!b 

aIIITa巾aioaca 

ocy, 6aHHH, IDHO皿 Kapa

皿八y社

HMaMa,Zl_平 b, HMa八y社

H且八YH

佃TTも

llllifIO, 1-aMB,ll; 氷 eHa

4. 1. 2 I1pellle血 rnr(J)

MyKallIも

KHHO 

巾a即Kapa, caKH, 巾aIO

KIOHeHも

C(J)llO社caKH

巾a氷 M揺 Kapa, 巾a氷 Mafi

y氷 e BOT'b BOTO Terrepb 

3ayTpa 3aBTpa, paHo, rroyTpy 

II03八'B{ II03恥， BRO咄 OM'b
1Iacy, B'Bellepy 

,lLOHeJit)Ke IIOK8M'BCT'b, IIOKa 

却 ce叫八0CeB(l)⑬ cy, 八oceB(l) 
BpeMeHH, ITO ce BpeM只

KOH八e)Ke(?) IIOK8M'BCT'b, 仄OKOJI'B

BhIHY Beer八a

rrpHCH(l) 6e3rrpeCT8HH, 1I8CT(l) 

八peBJie 八aBttcv,y)K'h npo1IIJicv 

Bl:lepa Bl:lepacb 

npe水八e np水八enepBcv 

JIOHH B'npOlllJIOM'b ro八t

nepBte nonpe)K邸e,nonepe)Ke 

HCKOHH C HaqaJia 

印 b伽a細 apa, llleKeH呻 a氷 Mafi- HCrrepBa (J)T HaqaJia, (J)T C03邸 Hi只

Kapa {Mipa, (J)T HaqaJia CB切 a

4.1. 3 f JI狐 yrn.ar(J)

COHTOKb Kapa 

MOTaKce He 

Ma邸 He

acaKapa 

arnTa IOpKapa, 伽aIO

HJJ;'h八水eMも
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aJTTOJIものTTOBQ)BpeMeHH 

HeKTOMY y氷 'h6oJIIIIe He. 

He y eme He. 

yTpm M3YTPH, yTpt 

BO yTpie {3aBTpa, noyTpy, 3aBT-
pt, paHm, B3aBTpt 

皿 or八a『'hHHOe BpeMH, B'h HHYIO rropy, 
B'HKOH qac'h, B'h HHOH八eHb.



4.0 副詞

4.1 1. 時の

4.1.1 現在の

キュー

イマ

イットキシチェカラ ノチ

〔一時してから 後）

アシタ ファヨ アサ

オス，バンニ， ヨノイチカラ

ィッドゥイ

イママヂェ，イマドゥイ

ィッドゥイ

フィャット（又はフィェット）

シギュ，ヤメヂェナ

4.1. 2 過去の

ムカシ

キノ

ファヨカラ，サキ，ファヨ

キョネン

ソイヨイサキ

ファジマイカラ，ファジマイ

イッチファヨカラ，シェケンファジマ
イカラ

4.1. 3 将来の

ソントキ カラ

モタクセネ〔もう沢山無い）

マダネ

アサカラ

アシタ ヨルカラ ファヨ

イツヂェム

簡略文法について（村山）

今日今

今

すでに，ホラ今

明日，早く．朝早く

晩く，夜に，晩（夕）に

いつまで

今まで

いつまで，

常に

止めずに， しばしば

昔

昨日

以前には

去年

それより先

始まりから

最初から，世界の始まりから

その時から

もはやこれ以上ない

未だ無い

朝から

明日 早く

時折
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4. 2 2. MtcTa 

4. 2.1 Ha  MおCT'B KO BOIIpollleHiIO r八t;

八OKe: 八OHOTOKOpe;

KOKe 

COKe 

KOKe 

acKe 

COHOTOKOpe 

6etJTOKope 

HaKe 

apaKt 

ye, T3K(J) 

llITe 

伽aKa伽KY

lJKOllllJb, B3Kll 

TyKa, TOBY 

caKb, caKH 

HaKe 

MYKOHb, MYK(J) 

八OKe

八OHOTOKOpe 

叫呻oKapa, 八卸巾(J)

apaK'B, COTe 
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r瓜B, B1KOTOpOM M'BC咋，

3咋 3咋 Cb

TY TYT'h 

ce 3註 CbBOT'b 3咋 Cb

TaMm TaM'b 

OH八も B1TOM'b M'BC咋

HH瓜B B'b HHOM M'BCTも

BHYTPh B'ttyTpt, B'cpe八HH'B

BH'B {Ha BOHHOH CTOpOH'B, 3a 

BopoTaMH 

ropt B1Bepxy, BbICQKCI) 

八OJI'B BHH3Y 

Hl13Y, HH3KCI) 

6JIH3'b 6JIH3Km, ITO八JIも， B03JIも

八aJieqe JiaJieKm 

rrpe,n1う Harrpe邸

cpe咋 Hacepbo八K瓦cep虹 Kも〕

rrpoTHBY rrpoTHB'b 

y八y r八も

叫加Ke B1KOTOpOM'b MもCTも

o6oIO八y ITO 06も CTOpOHbl

BH'B y ,ny Ha BOHHOH CTOpOHも



簡略文法について（村山）

4. 2 2. 場所の

4.2. 1 「何処に」という問いに対して

ドケ：ドノトコレ 何処，どの所において

コケ 此処に

ソケ

コケ

アスケ

ソノトコレ

ベチトコレ

ナケ

アラケ

ウエ， タコ

シテ

フカカ フク〔深〕

チコシチ， ワキ

トゥカ， トウ

サキ，サキ

ナケ

ムコニ，ムコ

ドケ

ドノ トコレ

ディョフォカラ，ディョフォ

アラケ， ソテ

其処に

此処に

彼処に

其処に

別の処に

中に

外に

上に，高く

下に

下部に，低く

近く，わき

遠く

先

真中に

向うに

何処

どのところに

両方から

外に
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4. 2. 2 (l)T M'BCTa KO BOilpOilleHiIO (l)TKY八y

八OK'hKapa八OHOTOKOpKapa 

KOK'h Kapa 

aCKOKapa 

aHOTOKOpKapa 

apaKも Kapa, COTO Kapa 

HaKaKapa 

叫呻oKapa

TOByKapa, TyKa TOKOpKapa 

aTOKapa, IIIHpKapa 

yeKapa TaKa TOKOpKapa 

IIITaKapa 

函 KY八y;{mTTOJih, (J)TTOJI.H, (J)TKOe 

a>T M'BCTa, rpa八a,11 CTOpOHhl 

a>TCIO,ll.y a>TCeJib, (J)TCeBa M'BCTa 

a>TTY八y (J)TTOJlh 

(J)TOHY八y ll3'BOH'b eTOB(J) M'BCTa 

(J)TBH'B C'b BOHHOH CTOpOHhl 

mT  BHYTPb 113'HyTpa 

(J)T o6oro八y C'b (J)昨 HX'bCTpa>Hも

(1)口 aJieqa H3頃aJietia, 113澳aJI-

HHX CTOp(J)H'b, II M'BCTも

C03a,ll.H Cも 3a,ll.H

CBhillle CBbICOKOBa M'BCTa, CBepxy 

CHM氷 e CHH3Y 

4. 2. 3 K'h M'BCTY KO BOIIpOllleHIIO KaMa> 

八OKOCaMe

KOKOCaMe 

aCKOCaMe 

aHOTOKOpe 

八OKCaMe

八OKe

八邸巾ocaMe

6e四 OKOpe

apaKもcaMe

HaKacaMe, HaKe 

yecaMe 

lllTacaMe 

aTOCaMe 
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KaMa>, KY邸 I

咋 Ma> CIOAbI 

TaMa> TY邸 I

OHaMa> ta  BOH'b eTo M'BCTO, BOH 

TY邸

aMa> KY八a

aMO)Ke rAt 

o6oaMa> B'b o6a M'BcTa 

HHaMa> B'b I1HOe M'BCTO 

BOH'b BOH'b 

BHyTpb BCpeAHHY, B'且epKOBb

rope B'Bepx'h 

八〇孔y BHH3'b 

BCTI只Tb Ha3a八'b,K'b TOMY M'BCTY 



簡略文法について（村山）

4.2.2 場所から 何処からかの問いに対して

ドッカラ ドノ トコルカラ

コッカラ

アスコカラ

アノトコルカラ

アラケカラ，ソトカラ

ナカカラ

ディョフォカラ

トウカラ， トゥカ トコルカラ

何処から

此処から

あそこから

あの所から

外から

中から

両方から

遠いところから

アトカラ，シルカラ 後ろから

ウエカラ タカ トコルカラ シタカラ 上から，高所から，下から

4.2.3 場所へ 何処への問いに対して

ドコサメ 何処へ

ココサメ 此処へ

アスコサメ あそこへ

アノトコレ あのところへ

ドクサメ 何処へ

ドケ 何処に

ディョフォサメ 両方へ

ベチトコレ 別の所へ

アラケサメ 外へ

ナカサメ，ナケ 内に

ウエサメ 上へ

シタサメ 下へ

アトサメ 後ろへ
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4.2.4 可pes'M'BCTO KO BorrpollleHIIO y八t.

八OKOTOBOl:Il:Ib

KOKOTOBQlJqb 

acKOTOBOl:Il:Ib 

HaKaTOBOlJ:lJ:e 

y註； 1.rpe3'KOTopoe M'BCTO, y八y

CIO註 qpe3'h3八twHeeM'BCTO 

叫 1qpe3'hTY cTopoHy, qpe3' 

TaMOWHee M'BCTO 

OHY八'B qpe3'BOH eTO M'BCTO. 

4. 3 3. Ka1.JeCTBa KO BorrpoIIIeHiIO KaK(J) 

HKeHh, HKeHaKOT'b八氷：e, HKeHb 

rosapKa, 

JDKa IOIIIqe, JDK3KOT八氷e

BapKa, Bapy, BapyIIIqb 

八HKY, 八HKYHb

MMaKa, MMO, MMQIIIqb 

cyrKa, cyry 

伽HHOKOT'b, 巾OHHH

BaKH, rypHTT'b 

BTal.l;hl 

qe1rnKむz:r_LKeHaIITaMaca八氷eHa

11T3八3'bpe 11Ta八3opa

KOKOpb5ICyHap'b 

KaKca八水etta

KaKBbJqb 

巾a約， Hee邸 (b
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KaKcv, KaK'h, KOHMも cv6pa3oMも， KOHM

cJiyqaeMも， K3KOBO,

八o6ptxopoIIIcv, H3p只八HCV, 八o6pの

叫{He KOpbICHCV, xy ,n:cv He JI狐 HCV

JiyKaBcv, 碩 M3HHCV

My,n:pt MY八pmXHTpcv 

CJia,ZI; 咋 CJI狐 KCV

rrp.HMcv rrp只MCV

rrpaBcv rrpcTcv, rrpaBcv, HCTHHHCV 

cvKpecT'h CVKOJIの u;pKBe, Kpyrも

rpa邸

ITO孔Ma IIOIIOJiaM'b, Ha八Boe

咋 JI(J)l B'咋 JIOCTH, He HCIIOpT.H, He-

八oca邸

TyHe 八apOM'h

y八06b{Jlh3月， MO氷 HCV, B03MO氷 HCV,

JierKcv(?) 

1-aBt 1-aBHCV, Bも 1-aBも， Ha1-aBy 

叫謡HCV, THXOMOJIKOMも， Ta.HC.H,

TMXOHbKCV 

CKOpcv { CKOpcv, He Me八JI.H, He 

MeIIIKa.H, rrphITKCV 



簡略文法について（村山）

4.2.4 場所を通つて どこを通つて，の問いに対して

ドコトヲッチ 何処を通つて

ココトヲッチ

アスコトヲッチ

ナカトヲッチェ

此処を通って

あそこを通つて

その場所を通つて

4. 3 3. 質の どのように，の問いに対して

イケン，イケナコトヂェ，イケンゴザルカ どのようにして

ョヵュシチェ，ヨカコトヂェ 良く，

ワルカ，ワル，ワルシチ 悪く

ディク．ディクニ 利口に

ンマカ， ンモ， ンモシチ

スグカ，スグ

うまく，おいしく

まつすぐ

本当にフォンノコト，フォンニ

ワキ，グリット 周囲，教会のぐるり，町のまわり

フタツィ

チェカケヂェナ イタマサヂェナ

c手がけないで，傷めないで〕

イタヅレ イタヅラ

ココリヤスナル

カクサヂェナ

カクウィチ

ファヨ，イセヂ

二つに

完全無鋏に，傷めずに

徒に

具合よく，心やすく

はつきりと

こつそりと

はやく，直ちに，急いで
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TaKce=yKa 

ypaoMOlJb 

HTa八3もpe

HKeHhMO KeMも(?)

八OBOJIH(J){ IIOJIH(J)叩 eT CTOJIK(J), He 

tta,l(o6ttm 6oJillle 

CKB03t tKB03b, HaCKB03b, rrpoMe)I⑬ 

JIIO底柑

BoTmeecye ttarrpacHの，八apoM,

6es八'BJIH(J)

pas叩 H'B{BC月Km, TaK'b II C只K rraK'b 

HIIIIOIIaJim, IIOJib •.• (?) 

Illy氷 HaHa釦訊{e MHOrO-BC只KIIMIIo6pa3bI(sic! J, BC5IKIIMII 

o6pasttt BII邸 I(sic!J,He paBHw •.• (不明）

皿 6e, Hll邸， BTaKeH

ca面 e caH八O, MHKeH 

如ID, HTTOKb 

l:IHTTO, CKHO 

cyry6(1), B'八Boe, 八Ba氷 ,l(bI

Tpery6(1), Tpo氷 ,l(bI, B1Tpoe, TpOIO 

BMa叫BMapoe* BpeM5I, B'HeMHOroe 

BpeM5I, TOTlJaC'h, TOJib CKOp(I), 

MaJI(I) MaJI(I), Ha MaJit, B MaJit, 

1IYTb lJTO 

4. 4 4. KoJI皿 ecTBa KO BOIIpOIIIeHiIO KOJIHK(J) 

八OIIIKO, yKaKa 

yKa, TaKce, cyKHOHe aMa四 e

lIHTTm, cyKHO, OByHe, TaKCeHe 

KU:Y yKa, aMaTTa 

叩1TTO八3Y且'h

KOJIHKCf>, CKOJIK(J), MHOI'O Jib 

MHOI'(l), MHOI'(l), HeMaJI(l), C'h 

JIHillKOM'h 

MaJI(l), {MaJim, HeMHQI'(l), MaJieHKm, 

He MHO氷 KO)

B'h H306血 b{八OCblTb, 八OBOJIH(l),

6oraTa, 6y邸 T CTOJIKm 

noqacTH {noqacTtt, no MaJiy, no 

Kpoxt, no八OJIKも， noqac-

TQqK'E, 

＊正しくは MaJioe. 日本人特有のこの誤りは，原稿を書写したのが日本人，即ちゴ

ンザであることを物語る．
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タクセ＝ウカ

簡略文法について（村山）

可なり，十分に

ウラオモチ〔裏表〕

イタヅレ

イケンモ ケム(?)

シュジナナイヂェ

イチベ，ニデ， フタケイ

サンベサンド ミケイ

ファヨ，イットキ

チット．スクノ

透して

徒に

種々に．いろいろに

種々の様子で

2倍に， 2回に

3倍に， 3回に

ただちに，間もなく

少々

4. 4 4. 量の どれだけの，の問いに対して

ドシコ，ウカカ どのくらい，多いか

ウカ，タクセ，スクノネ，アマッチェ 多く，少くない，余るほど

チット，スクノ，オウネ．タクセネ 少し，多くない，沢山ない

クツウカ，アマッタ あり余るほど

チットヅツ 少しづつ
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4.5 

HKKeft 

5. 畑 CJia KO BOIIpoIIIeHiIO KOJIHKOIIJ;H 

IIIHrIO 

皿八o, 巾TOKefI

HM八o, BTaKe社

caH八O, MMKe柑

約Kepb

1'.II(Kepb 

MyKepb, JIOKKepb 

HaHaKepb 

KOJIHKOIIJ;H { CK OJI Km  pa3CJ)B'b; CKOJIKCJ) 

KpaT'b 

MHOramH MHOra氷八'b{MHOra氷諏， MHOro

pa3CJ)B'b lJaCTCJ) 

e八HHOIOe邸 HOI.l(H{O八HOBa, 0邸 HOBa,

0八Ha淑八hI, 0八HHpa3 

八BaIJJ,H, 八Ba)K屁 I{八Ba氷邸I, ,ll;BOIO, ,n:Ba pasa 

TpHIJJ,H TpH氷証I{TpO印， TPH)K邸 1, TPH pasa 

lJeTblpH氷邸I{ lJeTblpbIO, lJeTbipe pasa 

rr只TH水八bl IT只Tb.SI, IT只TbIO

IIIeCTH水八bl IIIeCTbIO 

ce八MH氷胚I ceMbIO 

MaTa KoreHb, H虹 O, Hlf,ll; 0 lfJllf C皿 e, e,zi;HHHI(eIO, 八BOI(eIO, BTOpH-

caH八o, 巾月K'bKepb I(eIO, TpeTHI(eIO, CTOp皿 eIO, COTblO, CTO 

pasも

4. 6 6. liHHa 

KaTTorny 

皿 6aH'h, caKH 

伽飼rnpa

COHOHOllb 

COllillb 

aTo, aTe 

COllillb, HOll'h 

皿 6aHKapa

cope, coeH只HapaH'h

HOllh, COllllJh, 

KOHOHOlJh 
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rrop肛 y p狐 OM'h, rrorrop肛 KY

rrepBte HarrepB(J)瓜h, crrepBa, rrepB(J) 

rrpe氷邸 rrepe氷e, rrepB(J) 

rroceM'h IIOCJI'B ceB(J), IIOCJI'B eTOB(J) 

Ta氷 e IIOTOM'b 

rrpoqee, Ta2Ke rrocJI加m

IIOCJI'B}J;M IIOCJI'B 

cHatiaJia cHatiaJia, crrepBa, cHoBy 

KCMM'b eme Ha八o6Ha, M eTa 

IIOCHX'b IIOCJI'B, IIOTOM'b 

rroceMt, IIOCJI'B ceB(l) IIOCJI'B eTOB(l) 



4. 5 5, 数の何回か．問いに対して

イッケイ〔幾回〕

シギュ〔繁く〕

イチド，フトケイ

ニド，フタケイ

サンド， ミケイ

ヨケリ

ィッケリ

ムケリ，ロッケリ

ナナケリ

マタ コゲン，イチド．ニド，サンド
フィャッケリ

4.6 6. 順序の

カットシュ

イチバン，サキ

ファヨカラ

ソノノチ

ソシチ

アト，アテ〔後に〕

ソシチ，ノチ

イチバンカラ

ソレ，ソエニャナラン

〔添えにやならん〕

ノチ，ソシチ

コノノチ

簡略文法について（村山）

何回？

何度も

一回

二回

三回

四回

五回

六回

七回

又は 1度， 2度， 3度
100度

並んで，連続して

第 1番に

前に

その後

次いで

その他

そうして，……の後に

最初から

それに対して． さらに必要であ
る

次いで

この後で
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caK腿 y社 KOHe~ も BOBCIO, 八OKOH~a

caKH nepBoe nepB(J) 

BTal.l;HOTも BTopoe BOTopoe 

MHI(HOTも TpeTie TpeTbe 

!Oll;HOTも 1IeTBepToe 1IeTBepToe 

H~Y且HOTも rr只TOe IT只Toe

MaTa rraKH eme on只Tb

4. 7 7. CJiyqa只

apKOTraaTTa OMOBa仄)Ke- rrocJiy<IaIO rrorrp肛 yqaio,KaK'h CJiyq即 IOC5I,

Ha HeB…aqa社(?)HeHap⑲ H(J) 

4. 8 8. TioBeJIもHi只

HK'B, Ke, KOKeKe 

MQqKe 

Ubie罪 Ke(?)

HKK5IH 

OKb汀H

4. 9 9. YB'BIIJ,aHI5I 

co, coreHb, 巾OHHOKOT'h,

巾OHHHcoreHh, yea八氷a

He 

伽HHOKOT'hrneHMOHb 

ryH)KHH'h coreHb 

yco, 伽OHHHe
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rrpIH邸 {HyIIOAH CIOAa, IIOAH B'u;epKOBb 

rrpHHeCH HY rrpHHeCH 

rrpHBe八H no八H rrpHBe八H

rp.SI,nH IIOH)XH, CTyIIaH no水 aJiy社

BOCTaHH{BCTaHb, no八HHMa社C.SI, BCTaBaH, 

BCTaHb no氷 aJiyれ

TaK(J) { TaK'b HCTHHH(J), TaK'h, rrpaB血 B(J),

註 JIH(l), HeJIO氷 H(J), rrpaBAa TaK, 

TaK'b no八JIHHH(J)

HCTHHH(J) B'rrpaBAY, ei1: ei1: TaK'b BO HC-

THHHY { npaB(J) HY TaK'h, ei1: ei1: He JIO盟

HQ), caMoe cyruee咋 Jiw,rrpaBw, 

rrpaBw TaK no八JIHHH(J)

BO揺 y {JIO氷 Hw, He rrorrpaB註， He

八tJIH(J)



簡略文法について（村山）

サキドゥイ

サキ

フタツノト

ミツノト

ョッノト

ィッツノト

マタ

4. 7 7. 機会の

アルコトガアッタ オモワヂェナ

4. 8 8. 命令の

イケ，ケ， コケケ〔此処へ来い〕

モチケ〔持ち来い〕

ツイチケ

イッキャイ

オキャイ

4. 9 9. 説得の

終りまで

第 1

第 2

第3

第4

第 5

再び

偶然に．故意でなく

来い ここへ，教会へ行け，
来い

持つて来い

伴つて来い

行け

起きよ

ソ，ソゲン，フォンノコト，フォンニ そうだ，本当にそうだ，
ソゲンウソヂャネ 嘘ではない

フォンノコト シェンモン グンジン 本当に，その通り，最も本当の
ソゲン こと

ウソ，フォニネ 虚偽に，本当でなく
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巾OHHH, 八QlllqeMも

伽HHO-KOTも

BOIIpaB八y{rrpaBe八HCD, He JIO平 HCD, HC-

THHHCD, COBepIIIeHHCD, BrrpaB八y

llleHMOH'b ryH皿 H'b,八om- ett TaK'b KOH四 H(J), B'b rrpaB邸 ITaK'b, 

qeM'b coreHb 11KeHMO { sarrpaB邸 ITaK'b e社 IIOAJII1HH(J), rrpaB-

CO ,l(I1B(J) 

八QlllqeM'b, I1KeHb1UqeM'b BeCMa KOH四 H(J), COBepllIHH(J) 

HallIKe, HallIKe HeKa rroqTOHI1 rroqTo He, 八JI5I11er(J) He 

KbI(Y, KI(Y coreHb, 

八oIIIqeMも CO

11KeHbMOHeM'b 

4.10 1Q. mTp皿 aHI只

He, HKeHb八平aiiHe 

CO八氷aHe

qaTT(J) 

CO八氷aHe, HKeHbMO opa 

IIIeH八owqeM'b co八)KaHe

4. 11 11. Tiper.uei只

qe…ypHa(?), y四 OKも

伽aKapeHbrne

HKeHbMO co cypHa 

H 3もJI())¥H ropas八0 TaK'h, H oqyHb TaK'h 

H KYTIHw TaK'b 

BC.HK()) BC.HK()), BC.HqecKH 

He, HlI { HHKaK(J), HHKaK'h, HlIIIOKOeMy 

碩 pasy

He TaK(J) He TaK, He TY邸 I, He TO咋 JIO

HH Ma.JI(!) {HlICKOJIK(l), H皿 eB(J), HH CKOJI-

K(J) 

(J)THIO砂 {KOH四 H(J) He TaK'h, KOH四 H(J)

5I He 3八おnaJI'h

He {皿1Tb HeTpor揺， He saMa社， rropIIIHb

(?), 6pOCb 

u 

HMKaKO水 e HMKaK, He八eJiaH

4. 12 12. Harrp只氷eHi只

Kbl(Y, 瓜OllllJeMも 3加IQ)BeMH wlIYHb ropa3,lL(l), HeJierKw 

KHMOH四 e, KHBO[(Kel!e ycep瓜v pa仄BTeJIH(l)rrpHJI知KH(l)

4. 13 13. aJCJiaBJieHi只(*)

a6HO), a6He 

*mcJia6JieHi只の誤記か．
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フォンニ， ドシチェムフォンノコト

シェンモン グンジン， ドシチェム
ソゲンイケンモ ソ

ドシチェム， イケンシチェム

ナシケ，ナシケ ネカ

キツ，クッ ソゲン，ドシチェム ソ

イケンモネム Cモノム？ 物も？〕

4. 10 10. 否定の

ネ，イケンヂャイ ネ

ソヂャネ

チット

ソヂャネ，イケンモ オラ シェン
ドシチェム ソヂャネ

4. 11 11. 禁止の

簡略文法について（村山）

ほんとうに，全くほんとうに

もちろんそうだ，真に そうだ

きわめて もちろん，完全に

何故…でないか

非常に，全くそうだ

あらゆる，ありとあらゆる

どうしても…でない

そうではない

少しも

決してそうでない，まった＜
私は為さなかった

チェ……ウルナ（？）， ウッチョケ， 手をふれるな，そつとしておけ，
ファカレンシェ

イケンモソ スルナ ほつておけ，全く，為すな

4.12 12. 緊張の

キツ， ドシチェム 非常に，熱心に
キモイッチェ，キヲッケチェ

4.13 13. 弱まりの

アブノ，アブネ〔危〕 かろうじて
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lJHTTO, CKHO eJIH e孔e{ MaJicv, MaJI(J)吋 O, He MHOI'(J) 

四 o, TaK'b TaK qTo, c'Hy氷底IO,

3aHy水八y

叩 TO犀3Y且も， copofrcope, IIOMaJiy rHXOHhK(J) IIOMaJieHKY, HeCKOpm 

Hcora八水eHa. ~OIIIY(J) (?) THXO, He rrpbITKW, He err加IIIH(J),

Hap叫OHh He 6op3w, CKOJIK(J) MO氷 H(J)

4. 14 14. Pasey氷 eHI只

TaKce, OBJ 

KUY TaKce, Hllb oBy 

aMa四 e, K~y yKa 

COR約ti:TaKe, cor面社 OBY

K且y yKa, Hl:11:lh TaKce 

co社詞 KOMY伽OCKa

1:11:ITTO 

I:IKeHhMO 

rraqe, 
rraqe 渾 e}6oJie, eI (?) 60JI1J1e 

ttattrraqeド゚Jite, ropas砂 60JilllH, 60Jillle 

ern;e, H BCもxも

JIHlllllle { ropaa八a>, c'JIHllIKOM'b, MHOrm 

60Jillle, 01IYHb aKMOM 6e3M'BpH(J) 

MHa>f(J), CJIHlllKOM 60Jillle 

B5Illlllle orn;o H TOBa> 60Jillle 

MHO汎me Ot.JYHb MHQ)詞

MHte IlOMeHUle 

MeHllle MeHllle 

He水 eJIH60Jillle ycHJIC5I (?) 

He)KeJIH TTeTp'h, He氷 eJIHIcuaHHも

4. 15 

llKeHb 

15. Yrro八o6JieHi51

1-aK(J) 
1-aKO氷 e}KaK IIHIIIeTも JlyKa

coretth 

八OlllKO

COlllKO 

八OlllKO

COillK(J) 

HKeHh 
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TaKm 
TaKO)Ke} TaKも 11ImaHH'h 

eJIHKm, CKOJIK(J) Thi 3八知aJIも

TOJI1IK(J) CTOJIKm 11 51. 

eJIMa, eJibMa y咄 JIC只 ec11, TOJIMa 

TOJIMa MY刈pIIIi11ec11. 

KOJih KOJih刈PY氷 eJII06HhIH

TOJih TOJih IIpi5IT1IBh11I 



簡略文法について（村山）

チット，スクノ ゃっと少しばかり

チットヅツ，ソロイソレ，イソガヂェ 少しづつ，そろりそろりと，急

ナ，ドシゥオ（？）ナルヨニ がずに，出来るほどに

4. 14 14. 判断の C比較の〕

タクセ，オウ

クッ タクセ，イチオウ

アマッチェ，クツ ウカ

ソイヨイ タケ，ソイヨイ オウ

クツ ウカ，イッチ タクセ

ソイヨイ コム フォスカ

いつそう多く

非常に多く

余るほど多く

チット

イケンモ

それよりもつと高く，それより
多く

非常に多い

それより小さい〔細かい，細い〕

より少い

…より多く努力した〔？〕，
ペートルより， ョアンより

5

ン
ン
コ
コ
コ
コ

ー

ケ

ゲ

シ

シ

シ

シ

4

イ

ソ

ド

ソ

ド

ソ

'
,
．
ー
、
'
_
巳
＇
』
＇
ー
・
＇
~

15. 類似の

• 

イケン

…のように ルカが書くように
そのように ョアンも

いくら，何程 お前がなしただけ
それほど 私もそれほど

…だけ お前は学んだだけ賢い
それだけ
もし…ならば 親切であるならば

それだけ それだけ友情的である
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MaTa, coreHb HHTaMOH 

co, coreHb 

6e皿

KellIHHMe 

Ba3aT'h HKeHMO 

coreHb MKeHa KOT八氷e,

MKeHb llll.le 

4. 16 16. Pa3HllCTBa 

叩 etaK CJIOBO…ei TaK, TaK氷 e,

TaKH(MJ o6pa30M'b, paBH(J) TaK'b 

o6aK(J)(?) TaK'b KaK'b 

OHaK(J) a llHOll HHaK'b 

orraK(J) Hall3BOpOT'b 

aKH, 
aKH 6bI {6Y八bT(J), 6y八bTO6hI 

HiK(J)(?)『・HarrpuMtp国・・o6pasoMs八紅a-

JIOHO 

CO八氷aHe, llKeHbMO llpb HHaK(J){llHaKも， He TaKb KaK Ha八06H(J)

IOHb 

6eqn cy約 llHaqe HHaK(J) Bee 

4.17 17. He八OYMもHi51

MKeHbMO, 八Olll1IeM'b

co ap(f) 

Her Jlli { aBOC□ 60, aBOCb碕 0

TaK'h H c6y八eTCH

4. 18 18. BorrpollleHi只

HaHbBO; HaHbBO TaHe- qeBm{qeBm crrpallIHBaeT'b, qeBm HIJJ;eT'b 

只pKa

HallIKe; BCKYIO, 八JI.5IqeB(J) 

HaHbTOpbKe (?) rroqTm, rroqTCJ) 

HaHH, HKもpe BO町 ClJ{B匹 o rroqTH⑬ ecH, 3a qTo 

IIO~TaBHJI'b, BO qTQ ClJ且もHHJI'b

HallIKe co qTQ CH且e, 八J1月 qeBmTaK'b, qTQ TaK 

HallIKe KoreHh rroqTo ce, 八J1月 qeBweTm TaK'b 

八oKe r八t, r八t

八OK'bKapa mTKY八y, mTKOJib 
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マタ，ソゲン ニタモン

ソ，ソゲン

ベチ

ケシンメ

ワザト イケンモ

簡略文法について（村山）

また，同じようにして

並んで …なので

異つて

反対に，逆に

あたかも…の如く

ソゲンイケナ コトヂェ イケン どのようにして

シチェ

4. 16 16. 相違の

ソヂャネ，イケンモ イルヨ二 異つて 必要なようにではなく

ベチスヨ 別に別に全て

4. 17 17. 疑惑の

イケンモ， ドシチェム ソアロ

4. 18 18. 質問の

ナニヲ；ナニヲ タネヤルカ

ナシケ；

ナニトリケ(?)

ナニ，イクレ

ナシケソ

ナシケ コゲン

ドケ

ドッカラ

もしかすれば，そうあるだろう

何を 何を彼はたずねるのか，

何をもとめるのか

何のために

何故に

しヽくらほどに（評価したか）

何のために

何故こうか

何処に

何処から
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八OKCaMe K3M(J), KY邸 I

Kor邸， Kor八a,B'Koe BpeM凡 KOJIH,K3K(J), 

KaK'h, KaKHM'h CJiyqaeMも

八OKO孔t{八OKOHXも M'BCT'h, 八O・…・ ・ro.JIH, 

八OKoer(J)BpeMeHH 

八OKe y八y r八t

4. 19 19. 0TB'Bill;aHi只

co釦碑e, coreHa KOT'h- qeBm pa八ll{即I5ITOBCJ)吋 0

八)Ke,

KO柑八氷e KoreHa KOT'b-

八氷e

COHTOKb 

co札zr:)Ke

HMa,ll.yft 

4. 20 20. Co6patti5I 

八JI只 eToBm, pa八H eTaKOH rrp0:q0:Hhl 

Tor八a TO以 a, B'To BpeM.51 

saTy saTy rrpn暉 HY, sa To食ic!]BHHY

{6es'咋⑬e, sa TOT'h s八op'h,sa TY 

KOpy 

八oceJit)Ke
八OH叩e)Ke } ITO Ka, IIOKaM'BCTも

如OI(bl KYIIH(I), BKyrrt, e八I-IHaKa, BM'BCT'B, sa O)J;H(I) 

如OI('b約Hb

I(YMbTa tJetJb 

4. 21 21. COT八おneHi只

6紐 If, 巾TO社

cy約， HaH八氷aHTaKce 

He 

o柑 H3IIIH, H,ll;aK>H 6elJH 

paBHW paBHW 

rpoMa八KW, Cも5ITKW, Kyqero 

oco6b, Hae八l:IH'B, rropo3Hb, Ha O,ll;HH'B 

TOKM(J), TOJIKO BCb OTYT'b…… 
TOlJ訳） 6oJit HHlJeB(J), H切 'bH皿 eBo60JII1Ie 

6es'16es'MeHe, KpoMt Hac'h (J)Ilpl:lllb 

KpOM'B HaC'b 

4. 22 22. l13opaHi月 HJIHHCIIpaBJieHi只

KOreHb IOKa 
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113も……JIYlIIIIe eTaKも， rrp11ro八Hte)Kee,

rrpacTOH昨 e, CTa THte 



簡略文法について（村山）

ドクサメ 何処へ，いっ，どこまで，いつまで

ドケ 何処に

4.19 19. 返答の

ソイヂェ，ソゲナ コトヂェ その故に

コイヂェ コゲナ コトヂェ このような理由で

ソントキ その時に

ソイヂェ その理由で

イマドゥイ 今迄

4. 20 20. 集合の

フトツイ 一緒に

フトッョニ 等しく

ツミタチェチ（積みたてて） 大量に

4.21 21. 分離の

ベチ， フトイ C一人） 個体，一人で，別々に

スヨ，ナンヂャイ タクセ ネ 全部でこれだけ， これ以上ない

オイ

〔俺

4.22 

コゲン

ナシ， ンダヨイ ベチ
無 我々より 別に〕

22. とり出しの又は訂正の

ヨカ

私なしに，我々をのぞいて

このように・・・より簡素に， より恰
好よく
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Kbl(Y fuKa, Kl(y且Ble

ioKa, Khn;y ioKa 

4. 23 23. Y CKOpeHi只

巾aIO, HCeA氷 e, TOMe-

八水eHa,HOKも八氷eHa

H3皿 Hte{ oqyHh xopOllI(J), Kptrrqe, 

TBep)Ke 

T'BM 水 e a Jiyqllle, oqyHh Jiyqllle 

y6(J) rrpe 

3'BJIH(J) 

諏 e{TOT'b tJaC'h, He Me八JieHHei>,6e3 3狐 ep-

叫 HI只， Heei>T Jiara.H, He ei>TKJia邸 rna汀，

HeMe八JI只 CKOpei>

OMOBa八水eHa,IIITa八氷eHa BHe3arry {He tJa.HHHei>, He B紅 OMCi>, HeBHa-

qafI, HeB紅 OMCi>KOJIH, BHa3Bec-

Tb, B八pyr'h, 6e3Ha屈氷Hei>

HTa八3'hpa, IIITaH八eHa

(sic!)'TOraHaIIIH, 

UITaH'h, 

Harrparnw f雪~JI~心悶嘉，八~;1'.;1認誓6e心
BHHHCV, 6e3y (MJ加IHCV, 6e3II-

p皿 HHbI, Hl13Ha只 HM B加~aIO

4. 24 24. KoJIIfqecTBa HerrpeA加rnarmIf KaqecTBa 

CO,l(氷 aHe HもKaKm HもKaKも

llKeHaKOT八氷eM'h

八OlIIKm

4. 25 25. Opy八団

昨 KaKO水 e H詠 aKHMo6pa30M'h 

昨 KOJI.HK(J)H'BCKOJIK(J) pa3(J)Bも

伽a八)Ke 3y6H(J) 3y6aMH 

伽ilJbIIIHp腿氷e

4. 26 26-月3b1qecKa.5I

eJIJIHHCKbHO KOTo6a 

pHMCKbHO KOT06a 

eBpeMCKbHO KOT06a 

卯pyrHCKbHO KOT06a 

apMeHCKb HO KOT06a 
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JIOKOTH(J) JIOKT5IMH 

eJIJIHHCKH TIO eJIJIHHCKH 

pHMCKH TIO pHMCKH 

eBpefICKH TIO eBpe討CKH

巾pyriHCKH TIO卯pyriHCKH

apMeHCKH TIO apMeHCKH 



キッ ョヵ，クッ ツウィエ

ヨカ，キッ ョヵ

4. 23 23. 促進の

ファヨ， イセヂェ， トメヂェナ，
ノケヂェナ

オモワヂェナ，シタヂェナ〔知ら
ないで〕

イタヅラ，シタンデナ〔シタヂェ
ナか〕トガナシ， シタン C知らん］

4. 24 24. 無限度の量の及び質の

簡略文法について（村山）

より優美に 非常によい，より丈
夫に

一層よい，非常によい

早く すぐに，猶予なく，抑止な
く，延期せずに

突然に思いがけず知らずに

徒に突然，罪もなく，理由もな
く，知らずに

ソヂャネ そうではない

イケナコトヂェム

ドシコ

4. 25 25. 道具の

どうしても

幾回か

ファヂェ 歯で

フィチシリヂェ

4. 26 26. 言語の

エリンスキノ コトバ

リムスキノ コトバ

ェヴレイスキノ コトバ

フルギスキノ コトバ

アルメンキノ コトバ

肘で

ギリシャ語で

ローマ語 Cラテン語）で

ユダヤ語で

フリギャ語で（？）

アルメニャ語で
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4. 27 27. CoKpoBeHi只

KaKBblllb, KaKBbITaHafr-

八)Ke, copofrT'b 

copOIIT'b 

KaKBbille, Hye八OH'bHaII-

八氷e

4. 28 28. Y Ka3aHi只

KO柑， Mli5IH

acKe, aHO TOKOpe 
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叫Ta加 Ci), TattHhlMb m6訊 aeMも， THXOH-

Km  

wTaH THXOHKw 

TafiH(J) { BopoBcKn, 

HlllleCKll 

THXOMOJIKOM'h, MOllle-

ce BOT'b BOT'h, HaCMOTpI1, r JI只八11, 3pI1 

OH(I) BOH'b TaM'h, BOHも eTOM'BCT(I) 



4. 27 27. 秘密の

カクウィチ，カクウィタナイヂェ，

ソロイト（そろりと）

ソロイト

カクウィチェ， ヌスドンナイヂェ

4. 28 28. 指示の

コイ. ミヤイ

アスケ，アノトコレ

謝

簡略文法について（村山）

こつそりと（かくれて）

静かに，そつと

こつそり 盗人の風（なり）で

これほら，これ，見よ

あれあそこ

辞

権左・ボグダーノフの共著があらわされてから 230年余経過した今日，原稿と日本

訳をこの形で内外の学界に提供しうるのはもっばらソ連科学アカデミーが 1965年筆

者らに学術調査の機会を与え，この貴重な資料をもふくめて一連の稿本の調査を許可

したからである。

ここにソ連科学アカデミーに対して深い感謝を表明する。

追 記

近着のソ連言語学誌「言語学諸問題」 (1969年第 3号）にヴェ・ペ・ウォムペルス

キー氏の「学界に知られていない1730年のイ・エス・ゴルリッキーのロシア語文法」

という論文が掲載されている (125-131ページ）。 ボグダーノフが学んでいた「アカ

デミー・ギムナジウム」で教えていたゴルリッキー (1688-1777)が彼に影榔を与え

なかったはずはなく， ゴ氏のロシア語文法（刊本。これまで学界でフランス語文法と

誤解されてきた）をボグダーノフが知らなかったはずはない。ゴ氏のロシア語文法と

ボグダーノフのロシア語文法とのふかい関係が今後証明されると思う。

1969年 7月9日
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